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古
活
字
版
『
帳
中
香
』
カ
ナ
抄
集
成

山

中

延

之

・

蔦

清

行

《
解
説
》

は
じ
め
に

室
町
時
代
の
禅
僧
、
万
里
集
九
（
一
四
二
八
～
？
）
は
、
宋
代
の
詩
人

黄
庭
堅
（
姓
は
黄
、
名
は
庭
堅
、
字
は
魯
直
。
山
谷
道
人
と
号
し
、
ふ
つ

う
号
を
以
て
黄
山
谷
ま
た
は
単
に
山
谷
と
呼
ば
れ
る
。
本
稿
で
も
山
谷
で

統
一
す
る
）
の
詩
を
注
釈
し
て
『
帳
中
香
』
と
名
付
け
た
。

『
帳
中
香
』
は
、
い
わ
ゆ
る
抄
物
資
料
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
ぼ
全
て
を
漢
文
が
占
め
、
ま
た
二
十
巻
と
大
部
で
あ
る
た
め

に
、
日
本
語
・
日
本
文
化
の
資
料
と
し
て
は
、
従
来
殆
ど
利
用
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
国
語
・
中
国
文
学
の
資
料
と
し
て
も
、

所
詮
は
日
本
と
い
う
当
時
の
文
化
的
辺
境
の
所
産
で
あ
る
た
め
か
、
や
は

り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
稀
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
わ
ず
か
な
本
資
料
に
つ
い
て
の
専
論
の
中
に
、
か
め
い
た

か
し
氏
「
漆
桶
万
里
が

作
の

抄
も
の
の

う
ち
か
ら
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
本
抄
中
の
わ
ず
か
な
カ
ナ
抄
の
う
ち
に
、
当
時
の
口
語
の
姿
が
非
常

に
生
々
し
い
形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
論
で
あ
る
。
こ
れ

に
従
っ
て
考
え
れ
ば
、
量
は
決
し
て
多
く
な
い
も
の
の
、
本
抄
の
カ
ナ
抄

は
、
当
時
の
日
本
語
に
つ
い
て
貴
重
な
証
言
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
本
稿
の
筆
者
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
本
抄
の
カ
ナ
抄
を

拾
っ
て
い
く
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
目
で
み
て
い
く
と
、

言
語
面
に
加
え
て
カ
ナ
抄
の
内
容
面
も
ま
た
、
諺
や
和
歌
・
自
然
・
風
俗

な
ど
当
時
の
文
化
的
な
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

た
と
え
ば
巻
七
上

丁
表

行
目
（
丁
・
行
数
は
以
下
特
に
注
記
の
な

20

12

い
限
り
全
て
古
活
字
版
に
よ
る
）
に
、
「
比
此
三
馬
則
餘
凡
馬
皆
是
ダ
ム

マ
ノ
如
也
」
と
い
う
抄
文
が
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
ダ
ム
マ
」
と
い

う
語
は
、
「
駄
馬
」
、
す
な
わ
ち
荷
を
引
く
馬
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
日
本

国
語
大
辞
典
第
二
版
』
に
挙
げ
ら
れ
る
初
出
例
は
江
戸
時
代
末
期
の
も
の

で
あ
り
、
こ
の
例
は
そ
れ
を
三
百
年
以
上
遡
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ダ
ム
マ
が
さ
ら
に
面
白
い
の
は
、
「
だ
ま
（
駄
馬
）」
と
い
う
語
形
で

あ
れ
ば
、
日
葡
辞
書
に
例
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
種
類

の
語
形
が
何
ら
か
の
関
係
で
併
存
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
ム
」
の

音
が
あ
る
場
合
に
は
聞
き
取
れ
な
い
ほ
ど
弱
く
発
音
さ
れ
て
い
た
の
か
、

な
ど
、
当
時
の
言
語
の
状
況
に
つ
い
て
考
え
る
材
料
を
提
供
す
る
例
と
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
日
本
文
化
史
的
な
方
向
か
ら
は
、
次
の
記
述
な
ど
が
興
味
深
い
も

の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
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本
邦
之
貞
女
想
其
夫
之
行
歌
云
、
風
吹
ヲ
キ
ツ
白
波
タ
ツ
タ
山
夜
半

ニ
ヤ
君
獨
行
ラ
ム
。
貞
女
ハ
伊
勢
ト
云
美
人
、
伊
勢
モ
ノ
ガ
タ
リ
ノ

伊
勢
也
。
夫
ハ
成
平
ノ
タ
ツ
タ
ヘ
カ
ヨ
ワ
ル
ヽ
時
、
其
路
ガ
ウ
ダ
フ

多
シ
。
白
波
ト
ハ
ガ
ウ
ダ
フ
、
ヌ
ス
人
ヲ
云
。
伊
勢
ソ
レ
ヲ
カ
ナ
シ

ミ
テ
ヨ
メ
ル
歌
也
。
（
巻
十
上

丁
表

行
目
）

35

05

『
伊
勢
物
語
』
の
歌
の
異
伝
「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
竜
田
山
夜
半
に
や

君
が
ひ
と
り
行
く
ら
む
」
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
歌
人
の
伊
勢
を

業
平
の
妻
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
伊
勢
が
業
平
の
妻
で

あ
り
、
『
伊
勢
物
語
』
も
彼
女
の
手
に
よ
っ
て
な
っ
た
と
い
う
説
は
、
『
和

歌
知
顕
集
』
や
冷
泉
家
流
古
注
な
ど
、
古
注
時
代
の
注
釈
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
旧
注
時
代
の
注
釈
（
一
条
兼
良
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』

・
肖
柏
『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』
な
ど
）
は
、
伊
勢
作
者
説
は
採
る
も
の
の
、

あ
ま
り
に
荒
唐
無
稽
で
あ
っ
た
た
め
か
、
伊
勢
妻
説
は
紹
介
さ
え
し
て
い

な
い
。
ま
た
こ
の
「
風
吹
け
ば
」
歌
を
伊
勢
の
作
と
す
る
説
は
、
古
注
に

さ
え
も
そ
の
よ
う
な
記
述
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
奇
説
が

五
山
禅
僧
の
著
作
の
中
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
伊
勢
古
注
の
流
布
の

あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
資
料
と
な
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
調
査
の
成
果
を
共
有
し
、
多
く
の
研
究
が
『
帳

中
香
』
を
日
本
語
・
日
本
文
化
史
な
ど
の
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
べ
く
、
カ
ナ
抄
の
全
文
を
抜
粋
し
て
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
か
め
い
氏
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
「
抄
も
の
と
は
語
学
資
料
で
は

な
い
」
し
、
『
帳
中
香
』
は
「
カ
ナ
が
ま
じ
っ
て
い
る
か
ら
と
て
カ
ナ
抄

で
は
な
い
」
。
従
っ
て
、
本
稿
に
集
成
さ
れ
た
カ
ナ
抄
部
分
を
見
る
の
み

で
は
、
当
時
の
日
本
語
や
日
本
文
化
の
姿
を
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
詩
本
文
あ
る
い
は
漢
文
抄
部
分
と
の
関
連
の
も
と
で
理
解
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
本
稿
は
た
だ
、
珍
し
く
て
興
味
深
い
、

そ
し
て
何
よ
り
読
ん
で
い
て
楽
し
い
カ
ナ
抄
の
部
分
を
、
そ
の
よ
う
な
豊

穣
な
内
容
へ
の
入
り
口
と
し
て
紹
介
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
カ
ナ
抄
集

成
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
抄
物
と
中
世
日
本
語
・
日
本
文
化
の
世
界
に
足

を
踏
み
入
れ
る
研
究
者
が
一
人
で
も
増
え
る
こ
と
が
、
本
稿
の
筆
者
ら
が

こ
こ
に
籠
め
た
願
い
な
の
で
あ
る
。

抄
者編

者
・
万
里
集
九
の
生
涯
に
つ
い
て
、
次
の
文
献
を
参
考
に
簡
単
に
紹

介
す
る
。

玉
村
竹
二
氏
「
万
里
集
九
解
説
」
（
同
氏
編
『
五
山
文
学
新
集
第
六

巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
）

中
川
徳
之
助
氏
『
万
里
集
九
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七

万
里
集
九
は
、
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
に
近
江
国
浅
井
郡
に
生
ま
れ

た
。
は
じ
め
東
福
寺
に
入
り
、
次
い
で
相
国
寺
に
移
っ
た
。
景
徐
周
麟
ら

と
間
の
書
簡
が
現
存
し
て
お
り
、
ま
た
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
の
講
義
（
続

抄
物
資
料
集
成
所
収
）
の
講
筵
に
も
連
な
っ
て
い
る
。
十
五
世
紀
後
半
の

京
都
五
山
の
さ
ま
ざ
ま
な
禅
僧
と
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
に
応
仁
の
乱
が
起
こ
っ
た
た
め
、
近

江
国
つ
い
で
美
濃
国
・
竜
門
寺
へ
と
移
り
、
さ
ら
に
美
濃
・
鵜
沼
に
居
を

移
し
「
梅
花
無
尽
蔵
」
（
南
宋
・
陸
游
の
詩
「
看
梅
帰
馬
上
戯
作
」
中
の

語
句
に
ち
な
む
）
と
名
付
け
た
。
そ
の
前
後
に
還
俗
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
中
川
徳
之
助
氏
『
万
里
集
九
』
の
推
定
で
は
、
文
明
一
〇
年
（
一

四
七
八
）
）
。
還
俗
の
後
は
漆
桶
万
里
と
号
し
た
。
文
明
一
七
年
（
一
四
八
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五
）
、
江
戸
の
太
田
道
灌
の
招
き
を
受
け
て
東
遊
し
、
そ
の
折
に
山
谷
詩

の
講
義
を
行
っ
た
。
文
明
一
八
年
（
一
四
八
六
）
に
道
灌
が
謀
殺
さ
れ
る

が
、
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
江
戸
に
と
ど
ま
り
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

に
山
谷
詩
の
講
義
を
終
え
た
。
翌
年
、
鵜
沼
に
戻
っ
て
『
帳
中
香
』
（
二

十
一
巻
）
を
著
し
た
。
こ
の
書
名
は
、『
山
谷
詩
集
』
第
三
巻
冒
頭
の
「
有

恵
江
南
帳
中
香
者
戯
答
」
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。
他
に
、
蘇
東
坡
詩
の

注
釈
『
天
下
白
』
、『
江
湖
風
月
集
』
の
注
釈
『
棘
門
集
』
、
『
三
体
詩
』
の

注
釈
『
暁
風
集
』
で
知
ら
れ
る
。
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
が
あ
る
。
没

年
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
の
作
品
が
『
梅
花

無
尽
蔵
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
景
徐
周
麟
の
永
正
三
、
四
年
（
一
五
〇

六
、
七
）
頃
の
作
品
に
は
既
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
間
に
没
し
た
こ
と
が
判
る
。

原
典『

帳
中
香
』
が
山
谷
詩
の
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
は
冒
頭
に
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
が
、
そ
の
山
谷
詩
の
諸
伝
本
の
い
ず
れ
を
注
釈
し
た
も
の
な
の

か
と
い
う
こ
と
は
、
研
究
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
本
資
料
の
文
献
学
的
な
位
置

づ
け
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
そ
れ
を
明

ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

原
典
の
こ
と
は
抄
者
の
万
里
も
当
然
注
意
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、『
帳

中
香
』
冒
頭
に
、
あ
ら
ゆ
る
注
釈
に
先
だ
っ
て
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て

い
る
。古

本
小
板
題
号
云
山
谷
黄
先
生
大
全
詩
註
巻
第
一
、
増
注
大
板
題
号

云
山
谷
詩
集
注
巻
第
一

某
師
承
用
小
板
、
故
就
小
板
作
抄
。
大
板

之
事
亦
不
可
不
引
之
也
。（
巻
一
上

丁
表
）

04

す
な
わ
ち
、
「
古
本
」
は
小
さ
い
版
で
題
に
『
山
谷
黄
先
生
大
全
詩
註

巻
第
一
』
と
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
増
注
」
は
大
き
い
版
で
あ
っ
て
、
『
山

谷
詩
集
注
巻
第
一
』
と
い
う
題
号
を
持
っ
て
い
た
。
師
匠
は
小
板
の
方
を

使
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
抄
（
『
帳
中
香
』）
も
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
る
。

た
だ
し
、
大
板
の
こ
と
も
、
適
宜
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い

う
由
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
本
抄
が
注
釈
の
対
象

と
し
た
の
は
、『
山
谷
黄
先
生
大
全
詩
註
』（
古
本
、
小
板
。
本
稿
で
は
『
大

全
』
と
呼
ぶ
）
で
あ
り
、
場
合
に
応
じ
て
『
山
谷
詩
集
注
』
（
増
注
、
大

板
）
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
抄
文
の
こ
の
個
所
だ
け

で
な
く
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
「
古
本
・
小
板
」
と
「
増
注
・
大
板
」
と
の

異
同
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
『
大
全
』
『
山
谷
詩
集
注
』
は
、
い
ず
れ
も
、
日
本
に
輸
入
さ

れ
、
五
山
版
が
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
川
瀬
一
馬
氏
『
五
山
版
の

研
究
』（
日
本
古
書
籍
商
協
會
、
一
九
七
〇
）
の
挙
げ
る
、
資
料
番
号221

と

222

（
た
だ
し
川
瀬
氏
は
こ
の
本
を
二
十
五
巻
と
す
る
が
、
管
見
の
限

り
全
て
二
十
巻
本
で
あ
っ
て
、
二
十
五
巻
の
も
の
は
未
見
で
あ
る
）
と
が

そ
れ
に
該
当
す
る
（
同
書

pp.471-472

）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
『
大
全
』
は

「
匡
郭
内
、
縦
六
寸
二
分
、
横
四
寸
二
分
五
厘
」
で
あ
り
、
『
山
谷
詩
集

注
』
の
「
匡
郭
内
、
縦
七
寸
一
分
五
厘
、
横
五
寸
四
分
五
厘
」
よ
り
も
一

回
り
小
さ
い
の
で
、
『
大
全
』
を
「
小
板
」
、
も
う
一
方
を
「
大
板
」
と
呼

ん
で
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
『
帳
中
香
』
が
言
及
し
て
い
る
の
は
こ
れ
ら
の

本
だ
と
考
え
て
、
恐
ら
く
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
え
か
ら
、
本
稿
で
は
『
大
全
』
を
『
帳
中
香
』
の
原
典
と
見

な
し
、
後
の
カ
ナ
抄
集
成
で
抄
文
と
対
応
す
る
本
文
を
掲
げ
る
と
き
も
、
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『
大
全
』
（
国
会
図
書
館
本
）
の
本
文
で
以
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

な
お
こ
の
二
種
の
本
は
、
山
谷
の
作
品
集
の
伝
本
系
統
の
中
で
は
、
い

ず
れ
も
「
詩
注
」
系
統
に
属
す
る
本
で
あ
る
。
彼
の
著
作
は
、
中
国
大
陸

で
も
非
常
に
多
く
の
も
の
が
出
版
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ

れ
て
覆
刻
版
や
古
活
字
版
が
作
ら
れ
て
も
い
る
が
、
そ
の
伝
本
系
統
は
大

き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
伝
本
系
統
に
つ
い
て
の
記
述

は
、
劉
尚
榮
校
點
『
中
国
古
典
文
學
基
本
叢
書

黄
庭
堅
詩
集
注
』
（
中

華
書
局
、
二
〇
〇
三
）
の
「
校
點
説
明
」
の
項
目
に
基
づ
く
）
。

一
つ
は
詩
だ
け
で
な
く
賦
や
賛
な
ど
の
文
章
を
含
む
、
「
全
集
」
系
統

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
洪
炎
編
『
豫
章
先
生
文
集
』
三
十
巻
（
『
内

集
』
と
も
呼
ば
れ
る
）
、
李
彤
編
『
外
集
』
十
四
巻
、
黄
㽦
編
『
別
集
』

二
十
巻
な
ど
が
こ
こ
に
属
す
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
詩
の
み
で
構
成
さ
れ
る
、
「
詩
注
」
系
統
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
任
淵
注
『
山
谷
内
集
詩
注
』
二
十
巻
、
史
容
注
『
山

谷
外
集
詩
注
』
十
七
巻
、
史
季
温
注
『
山
谷
別
集
詩
注
』
二
巻
が
含
ま
れ

る
。漢

詩
大
系
第
十
八
巻
『
黄
山
谷
』
（
倉
田
淳
之
助
氏
注
、
集
英
社
、
一

九
六
七
）
に
は
、
山
谷
詩
の
諸
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
次

の
諸
本
が
「
詩
注
」
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

山
谷
外
集
詩
注
十
四
巻
〈
宋
史
容
撰

元
刊
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

影
印
本
四
部
叢
刊
続
編
所
収
〉

山
谷
詩
集
注
二
十
巻
〈
宋
任
淵
注

旧
刊
本

米
沢
市
立
図
書
館
蔵
〉

山
谷
黄
先
生
大
全
詩
註
二
十
巻
〈
宋
任
淵
注

旧
刊
本

静
嘉
堂
文
庫

蔵
〉

山
谷
詩
集
注
二
十
巻
〈
宋
任
淵
注

古
活
字
本

内
閣
文
庫
蔵
〉

山
谷
詩
内
集
注
二
十
巻
外
集
注
十
七
巻
別
集
注
二
巻
外
集
補
四
巻
別
集

補
一
巻
〈
内
集
注
宋
任
淵
撰

外
集
注
宋
史
容
撰

別

集
注
史
季
温
撰

乾
隆
五
十
四
年
南
康
謝
氏
刊
本
〉

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
本
の
ほ
か
、
『
大
全
』
は
内
閣
文
庫
（
国
立
公

文
書
館
）
・
東
洋
文
庫
に
古
活
字
版
が
伝
わ
り
、
ま
た
国
会
図
書
館
で
は

元
刊
本
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
で
全
部
の
画
像
が
閲
覧
で
き
る
。
一
方
『
山
谷
詩
集
注
』
は
、
右

の
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
と
同
じ
覆
宋
版
五
山
版
が
京
都
大
学
附
属
図
書

館
・
早
稲
田
大
学
に
も
伝
わ
り
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

等
で
全
部
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

諸
本現

存
す
る
『
帳
中
香
』
諸
本
は
、
柳
田
征
司
氏
「
抄
物
目
録
稿
（
原
典

漢
籍
の
部
）
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
一
三
輯
、
二
〇
〇
四
）
に
詳

し
い
。
そ
こ
で
は
、
写
本
十
五
点
（
内
一
点
は
焼
失
）
、
古
活
字
版
十
六

点
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
柳
田
氏
未
確
認
の
写
本
が
二
点
存
す
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
写
本
の
う
ち
、
十
四
点
が
室
町
時
代
の
書
写
で
、

そ
の
う
ち
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
本
・
国
立
国
会
図
書
館
本
・
天
理
図
書
館

本
・
東
福
寺
本
の
四
点
が
完
本
で
あ
る
。
柳
田
氏
は
、
天
文
五
・
六
年
（
一

五
三
六
・
三
七
）
の
書
写
識
語
を
持
つ
岩
瀬
文
庫
本
を
も
と
に
序
跋
の
校

異
を
取
っ
て
お
り
、
岩
瀬
文
庫
本
を
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

写
本
の
中
で
も
、
岩
瀬
文
庫
本
は
天
文
六
年
書
写
と
、
書
写
年
代
が
明

確
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
」
の
「
古
典
籍
書
誌
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
（
試
運
転
）
」
に
お
い
て
、
形
態
や
識
語
等
の
書
誌
情
報
が
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公
開
さ
れ
て
い
る
。

東
福
寺
蔵
本
は
笑
雲
清
三
が
本
文
を
書
写
し
、
万
里
自
ら
が
跋
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
（
阿
部
隆
一
氏
「
東
福
寺
蔵
笑
雲
清
三
自
筆
稿
本
「
四
河

入
海
」
万
里
自
筆
跋
文
清
三
書
入
「
帳
中
香
」
外
」
（
『
文
献
』
四
、
一
九

六
〇
）
）。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
写
本
、
同
館
蔵
古
活
字
版
は
、
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
全
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

本
集
成
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
古
活
字
版
（
請
求
記
号
・W

A
7-92

）

を
底
本
と
し
て
カ
ナ
抄
を
翻
刻
し
た
。
こ
の
本
を
利
用
し
た
の
は
、
右
に

述
べ
た
よ
う
に
、
全
文
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
誤
写

が
ま
ま
見
ら
れ
る
た
め
、
同
館
蔵
写
本
（
請
求
番
号
・W

A
16-88

）
の
本

文
を
附
記
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
（
た
だ
し
、
網
羅
的
で
は
な
い
）
。
こ
の

写
本
も
ウ
ェ
ブ
上
で
そ
の
全
部
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
会
図
書
館
本
古
活
字
版
は
「
明
応
八
年
」
の
万
里
の
跋

文
を
持
つ
が
、
同
写
本
に
そ
れ
は
な
い
。
ま
た
、
古
活
字
版
に
あ
る
カ
ナ

抄
が
写
本
に
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
い
は
、
『
帳

中
香
』
の
増
補
作
業
の
反
映
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
後
の
調
査
を
期

し
た
い
。

研
究
文
献

『
帳
中
香
』
に
関
す
る
研
究
は
多
く
な
く
、『
国
語
学
大
辞
典
第
二
版
』

（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
～
〇
二
）
や
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
』

（
三
省
堂
、
一
九
八
五
～
二
〇
〇
一
）
の
用
例
出
典
一
覧
に
も
『
帳
中
香
』

の
名
は
無
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、

か
め
い
た
か
し
氏
「
漆
桶
万
里
が
作
の

抄
も
の
の

う
ち
か
ら
」（
『
国

語
学
』
八
四
、
一
九
七
一
）

は
貴
重
な
論
考
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
根
ヶ
山
氏
の
論
文
は
、
従
来
日
本
語
史
研
究
に
お
い
て
重

視
さ
れ
て
き
た
カ
ナ
抄
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
漢
文
抄
を
含
む

『
山
谷
幻
雲
抄
』
の
抄
文
全
体
の
性
格
を
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
『
帳
中
香
』
を
初
め
と
す
る
山
谷
詩
の
抄
物
が
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
。

根
ヶ
山
徹
氏
「
月
舟
壽
桂
講
『
山
谷
幻
雲
抄
』
考
」
（
『
東
方
学
』
一

一
五
輯
、
二
〇
〇
八
）

同
様
に
『
帳
中
香
』
を
山
谷
詩
の
解
釈
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
、

日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
研
究
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
次
に
掲
げ
る

倉
田
氏
の
注
釈
で
は
、
『
帳
中
香
』
の
名
が
山
谷
の
詩
題
に
拠
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
荒
井
氏
の
注
釈
に
は
『
帳
中
香
』
を
含
む
山
谷

諸
抄
の
集
成
『
山
谷
詩
抄
』
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

倉
田
淳
之
助
氏
『
漢
詩
大
系
第
十
八
巻

黄
山
谷
』
集
英
社
、
一
九

六
七

荒
井

健
氏
『
中
国
詩
人
選
集
二
集
第
７
巻

黄
庭
堅
』
岩
波
書
店
、

一
九
六
三
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《
カ
ナ
抄
翻
刻
》

凡
例

一
、
国
会
図
書
館
蔵
古
活
字
版
『
帳
中
香
』
か
ら
、
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て

い
る
個
所
を
網
羅
的
に
抜
き
出
し
て
掲
出
す
る
。
古
活
字
版
を
底
本

に
選
ん
だ
の
は
、
小
書
き
の
傍
訓
や
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
あ
る
カ
ナ
書
き
部

分
が
、
独
立
し
た
抄
文
な
の
か
、
漢
文
抄
に
従
属
し
た
訓
点
に
近
い

も
の
な
の
か
が
、
写
本
に
比
し
て
判
別
し
や
す
い
の
で
あ
る
。

一
、
掲
出
の
順
序
は
、
詩
題
・
詩
本
文
・
訓
読
（
・
注
・
訓
読
）
・
カ
ナ

抄
。
カ
ナ
抄
以
外
の
部
分
は
読
解
の
便
宜
の
た
め
に
稿
者
が
付
し
た

も
の
で
あ
る
。

一
、
詩
題
・
詩
本
文
お
よ
び
そ
れ
に
付
さ
れ
た
注
は
、
国
会
図
書
館
蔵
元

刊
本
『
山
谷
黄
先
生
大
全
詩
註
』
（
請
求
記
号

W
A

35-9

）
に
基
づ

く
。

一
、
右
の
元
刊
本
は
訓
読
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
加
点
年
代
が

不
明
で
あ
る
た
め
、
訓
読
は
、
寛
永
版
『
山
谷
詩
集
注
』
（
京
都
大

学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
「
中
哲
文||D

||Ⅱ
e||22-8

」
）

「
寛
永

己巳

暦
季
穐
下
澣

洛
陽
書
堂

大
和
田
意
閑

開板

」
の
刊
記
を

持
つ
）
を
参
考
に
付
し
た
。

一
、
詩
題
は
【

】
で
括
っ
て
表
し
た
。
一
題
に
複
数
の
詩
が
収
め
ら

れ
て
い
る
場
合
、
第
何
詩
で
あ
る
か
を
記
し
た
。
ま
た
抄
文
が
題
に

対
す
る
注
で
あ
る
場
合
に
は
、
「
題
」
と
注
記
し
た
。

一
、
詩
本
文
は
、
カ
ナ
抄
の
注
釈
対
象
と
な
る
部
分
（
『
帳
中
香
』
の
中

で
は
、
冒
頭
二
文
字
だ
け
が
簡
易
的
に
掲
示
さ
れ
る
の
み
）
を
抜
粋

し
て
訓
読
と
と
も
に
掲
げ
た
。
な
お
、
カ
ナ
抄
の
注
釈
対
象
が
詩
題

・
詩
本
文
で
な
く
そ
れ
に
付
さ
れ
た
注
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
被

注
部
分
と
そ
の
訓
読
を
も
併
せ
て
示
し
た
。

一
、
詩
題
・
詩
本
文
に
付
さ
れ
た
注
は
、
〔

〕
で
括
っ
て
表
し
た
。

一
、
カ
ナ
抄
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

一
、
カ
ナ
抄
の
所
在
は
、
各
巻
ご
と
に
、「

ウ

」
の
よ
う
に
示
し
た
。

07

09

最
初
の
数
字
か
ら
順
に
丁
数
、
表
ま
た
は
裏
、
行
数
を
表
す
。
行
数

は
小
書
き
の
文
字
を
基
準
に
数
え
た
。
な
お
、
小
書
き
を
基
準
に
数

え
る
と
、
半
丁
の
行
数
は
十
七
行
で
あ
る
。

一
、
所
在
に
関
し
て
、
巻
次
は
、
各
項
目
ご
と
で
は
な
く
、
巻
ご
と
の
ま

と
ま
り
の
最
初
に

で
囲
っ
て
示
し
た
。

一
、
原
則
的
に
カ
ナ
抄
一
個
所
に
つ
き
一
項
目
と
し
て
掲
出
し
た
。
た
だ

し
、
注
釈
対
象
が
同
じ
部
分
で
あ
る
と
き
は
、
一
つ
の
項
目
に
ま
と

め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
表
記
に
つ
い
て
、
字
体
は
可
能
な
限
り
底
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
処
理
可
能
な
字
体
の
制
限
か
ら
、
一
部
対
応
で

き
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
な
る
べ
く
近
い
字
体
で
代
用

し
た
。

一
、
底
本
に
は
濁
点
・
句
読
点
が
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
翻
刻
で
は

読
解
の
便
宜
の
た
め
に
こ
れ
を
補
っ
た
。

一
、
明
白
な
誤
り
と
思
わ
れ
る
個
所
に
つ
い
て
も
底
本
の
ま
ま
と
し
、
国

立
国
会
図
書
館
蔵
『
帳
中
香
』
写
本
（
請
求
記
号
・W

A
7-92

）
と

の
異
同
を
付
し
た
。
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序
上
（
無
し
）

序
中
（
無
し
）

序
下

【
序
】

曺
劉
沈
謝
之
詩
、
非
不
工
也
。
如
刻
繒
染
縠
。
可
施
之
貴
介
公
子
。

而
不
可
用
之
黎
庶
。

曹
・
劉
・
沈
・
謝
が
詩
は
、
工
み
な
ら
ざ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
刻
繒
・
染

縠
の
如
し
。
之
を
貴
介
の
公
子
に
施
す
べ
し
。
而
も
之
を
黎
庶
に
用
ゐ
る
べ

か
ら
ず
。

ウ

劉
繒
（
注
）

言
其
體
不
完
全
而
失
正
也
。
帛
カ
ト
リ
ト
云
。
本
邦

07

09

云
キ
レ
。
々
々
ハ
錦
ナ
リ
ト
モ
ナ
ニ
カ
セ
ン
。

（
注
）
写
本
「
刻
繒
」

【
序
】

雖
然
論
畫
者
、
可
以
形
似
。

然
り
と
雖
も
畫
を
論
ず
る
者
は
、
形
の
似
た
る
を
以
て
す
べ
し
。

ウ

凡
畫
工
之
以
焦
木
先
畫
其
形
。
是
爲
形
似
也
。
シ
タ
畫
ト
云
也
。

22

09

巻
一
上

【
古
詩
二
首
上
蘇
子
瞻
】
第
二
首

人
言
可
醫
國

人
は
言
ふ
、
國
を
醫
す
べ
し
と
。

何
用
太
早
計

何
ぞ
用
ゐ
ん
、
太
早
計
な
る
こ
と
を
。

オ

大
早
計
ハ
本
邦
諺
云
ア
タ
ラ
ヌ
サ
キ
ノ
ハ
ツ
タ
リ
也
。

34

08

【
次
韻
王
稚
川
客
舍
二
首
】
第
一
首

慈
母
毎
占
烏
鵲
喜

慈
母
は
毎
に
占
ふ
、
烏
鵲
の
喜
び
。

家
人
應
賦
扊
扅
歌

家
人
は
扊
扅
歌
を
賦
す
べ
し
。

ウ

蔡
邕
月
令
章
句
云
、
鍵
関
牡
也
。
所
以
止
扉
。
又
云
扊
扅
門
牡

40

16

也
。
本
邦
云
ソ
ロ
ヽ
（
注
）

。

（
注
）
写
本
「
ク
ロ
ヽ
」

【
王
稚
川
既
得
官
都
下
有
所
肹
夫
歸
予
戯
作
林
夫
人
欸
乃
歌
二

章
與
之
竹
枝
歌
本
出
三
巴
其
流
在
湖
湘
耳
欸
乃
湖
南
歌
也
】
第

一
首

花
上
盈
盈
人
不
歸

花
上
盈
盈
と
し
て
人
歸
ら
ず
。

棗
下
纂
纂
實
已
垂

棗
下
纂
纂
と
し
て
實
已
に
垂
る
。

臘
雪
在
時
聽
馬
嘶

臘
雪
在
る
時
馬
の
嘶
く
を
聽
く
。

長
安
城
中
花
片
飛

長
安
城
中
花
片
飛
ぶ
。

ウ

其
一
云
、
第
一
句
指
所
盻
之
人
。
ツ
ラ
ニ
ク
ノ
稚
川
ヤ
…
吁
コ

43

10

モ
チ
ガ
ハ
ヽ
ト
ナ
ル
…
…
其
一
云
、
第
一
句
如
前
義
也
。
如
花
之
人
ミ
ト

レ
テ
不
帰
。
第
二
句
言
如
花
之
人
已
誕
稚
川
之
小
子
。
ガ
イ
〳
〵
ト
ナ
ク

ヲ
如
棗
結
子
…
第
四
句
言
彼
如
花
之
人
亦
コ
モ
チ
ガ
ハ
ヽ
ニ
ナ
ラ
バ
顔
色

花
衰
而
憔
悴
其
寵
豈
如
前
乎
。
然
則
稚
川
之
帰
期
企
以
待
焉
。

【
王
稚
川
既
得
官
都
下
…
（
同
前
）】
第
二
首

從
師
學
道
魚
千
里

師
に
從
ひ
て
道
を
學
ぶ
こ
と
魚
の
千
里
。

蓋
世
成
功
黍
一
炊

世
を
蓋
つ
て
功
を
成
す
も
黍
の
一
炊
。

日
日
倚
門
人
不
見

日
日
門
に
倚
れ
ど
も
人
見
え
ず
。

看
盡
林
烏
反
哺
兒

看
盡
く
す
、
林
烏
反
哺
の
兒
。

オ

大
方
殿
モ
カ
ヤ
ウ
ニ
ヲ
ボ
シ
メ
シ
ゾ
ス
ル
ラ
メ
。
ア
ラ
ツ
ラ
ニ

45

04
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ク
ノ
稚
川
ヤ
。

巻
一
下

【
秋
思
寄
子
由
】

黃
落
山
川
知
晚
秋

黄
落
せ
る
山
川
晚
秋
知
る
。

小
蟲
催
女
獻
功
裘

小
蟲
女
を

催

し
て
功
裘
を
獻
ら
し
む
。

う
な
が

老
松
閲
世
卧
雲
壑

老
松
世
を
閲
べ
て
雲
壑
に
臥
す
。

す

挽
著
滄
江
無
萬
牛

滄
江
に
挽
著
す
る
に
萬
牛
無
し
。

ウ

サ
リ
ト
モ
ト
思
フ
心
モ
虫
ノ
ネ
モ
ヨ
ワ
リ
ハ
テ
タ
ル
秋
ノ
ク
レ

09

03

カ
ナ
。
前
輩
引
此
歌
而
合
此
篇
。

【
演
雅
】

百
足
馬
蚿
憐
鱉
跛

百
足
の
馬
蚿
は
鱉
の
跛
た
る
を
憐
れ
む
。

オ

蚿
ム
カ
デ
。

21

14

【
演
雅
（
同
前
）】

老
蚌
胎
中
珠
是
賊

老
蚌
胎
中
に
珠
は
是
れ
賊
、

醯
雞
瓮
裏
天
幾
大

醯
雞
瓮
裏
天
幾
ば
く
か
大
な
る
。

け
い

よ
う

ウ

老
蚌
ハ
マ
グ
リ
、
醯
雞
ス
ツ
ボ
ム
シ
。

21

14

【
演
雅
（
同
前
）】

江
南
野
水
碧
於
天

江
南
の
野
水
天
よ
り
も
碧
な
り
。

中
有
白
鷗
閑
似
我

中
に
白
鷗
有
り
、
閑
我
に
似
た
り
。

オ

閑
似
我
（
注
）

此
点
上
古
之
説
、
大
倉
之
紅
腐
也
。
フ
ル
ク
サ
キ

23

05

意
也
。（

注
）
写
本
「

閑

レ

似
レ

我
」

シ
ヅ
カ
ナ
リ

【
戯
和
答
禽
語
】

南
村
北
村
雨
一
犂

南
村
・
北
村

雨
一
犂
。

新
婦
餉
姑
翁
哺
兒

新
婦
は
姑
に
餉
し
、
翁
は
兒
に
哺
す
。

田
中
啼
鳥
自
四
時

田
中
の
啼
鳥

自
ら
四
時
。

催
人
脱
袴
着
新
衣

人
を

催

し
袴
を
脱
し
て
新
衣
を
着
け
し
む
。

う
な
が

着
新
替
舊
亦
不
惡

新
し
き
を
着
け
舊
を
替
ふ
る
こ
と
は
亦
惡
し
か
ら

ず
。

去
年
租
重
無
袴
着

去
年
租
重
く
し
て
袴
の
着
く
る
無
し
。

ウ

新
婦
ヲ
バ
ハ
ナ
ヨ
メ
ト
云
。

24

03

【
平
隂
張
澄
居
士
隠
處
三
詩
】
「
仁
亭
」

養
生
息
天
黥

生
を
養
ひ
て
天
黥
を
息
め
、

蓺
木
印
歳
寒

木
を
蓺
ゑ
て
歳
寒
を
印
す
。

ウ

天
字
或
ハ
ヒ
タ
イ
キ
ル
ト
ヨ
ム
。

28

06

巻
二
上

【
寄
裴
仲
謨
】

交
游
二
十
年

交
游
二
十
年
、

義
等
親
骨
肉

義
は
親
の
骨
肉
に
等
し
。

風
雨
漂
我
巢

風
雨
我
巢
を
漂
は
す
。

公
亦
未
有
屋

公
亦
未
だ
屋
有
ら
ず
。

寄
聲
來
問
安

聲
を
寄
せ
來
て
安
を
問
ふ
。

足
音
到
空
谷

足
音
空
谷
に
到
る
。

我
家
輦
轂
下

我
が
家
輦
轂
の
下
、

薪
桂
炊
白
玉

桂
を
薪
に
し
て
白
玉
を
炊
く
。
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在
官
與
影
俱

官
に
在
て
影
と
俱
な
り
。

衣
綻
髪
曲
局

衣
綻
ん
で
髪
曲
局
。

天
機
行
日
月

天
機
日
月
を

行

す
。

め
ぐ
ら

春
事
勤
草
木

春
事
草
木
を
勤
む
。

念
公
篤
行
李

念
ふ
、
公
の
行
李
を
篤
く
し
て

野
飯
中
道
宿

野
飯
し
て
中
道
に
宿
せ
ん
こ
と
を
。

驚
沙
巻
旍
旗

驚
沙
旍
旗
を
巻
き
、

烏
尾
城
角
謖

烏
尾
城
角
に
謖
つ
。

た

騷
騷
家
治
具

騷
騷
と
家
の
治
具
せ
ん
。

夫
子
且
歸
沐

夫
子
且
つ
歸
沐
す
。

作
書
寄
後
乗

書
を
作
て
後
乗
に
寄
す
。

爲
我
遣
臣
僕

我
が
爲
に
臣
僕
を
遣
は
せ
。

起
居
太
夫
人

太
夫
人
を
起
居
し
、

并
問
相
與
睦

并
せ
て
相
と
睦
と
に
問
ふ
。

ウ

山
谷
詩
ノ
カ
シ
ラ
ガ
キ
ニ
、
或
有
改
第
字
作
年
字
不
審
甚
不
可

05

13

也
（
注
）

。
（
注
）
こ
の
条
、
写
本
に
無
し
。

【
神
宗
皇
帝
挽
詞
三
首
】
第
三
首

河
洛
功
無
憾

河
洛
の
功
憾
む
る
こ
と
無
し
。

幽
燕
策
未
收

幽
燕
の
策
の
み
し
て
未
だ
收
ま
ら
ず
。

〔
…
嘗
有
収
復
幽
燕
之
謀
既
開
端
緒
而
未
収
功
也
…
〕
…
嘗
て

幽
燕
を
収
復
す
る
謀
有
り
。
既
に
端
緒
を
開
く
。
而
る
に
未
だ
功
を
収

め
ざ
る
な
り
。
…

ウ

注
云
、
端
緒
ト
ハ
ク
ワ
タ
テ
ノ
義
也
。

17

15

【
以
小
團
龍
及
半
挺
贈
無
咎
并
詩
】

城
南
窮
巷
有
佳
人

城
南
の
窮
巷
に
佳
人
有
り
。

不
索
賔
郎
常
晏
食

賔
郎
を
索
め
ず
常
に
晏
け
て
食
す
。

ひ
た

ウ

此
一
聯
有
戯
意
、
不
獨
穪
妍
爲
佳
人
、
其
才
徳
美
者
穪
之
。
晁

29

10

雖
云
未
索
檳
榔
、
無
晨
炊
之
故
晩
食
。
セ
メ
テ
此
人
ニ
茶
ヲ
ナ
リ
ト
モ
マ

イ
セ
テ
。

【
以
小
團
龍
及
半
挺
贈
無
咎
并
詩
（
同
前
）】

上
有
龍
文
下
碁
局

上
に
龍
文
有
り
、
下
は
碁
局
。

探
囊
贈
君
諾
已
宿

囊
を
探
り
て
君
に
贈
る
。
諾
已
に

宿

す

あ
ら
か
じ
め

〔
棊
局
謂
團
茶
。
下
隠
々
有
此
文
。
盍
篾
痕
也
。
莊
子
曰
、
胠

篋
探
橐
、
此
借
用
其
字
。
魯
論
曰
、
子
路
无
宿
諾
〕
碁
局
と
は

團
茶
を
謂
ふ
。
下
に
隠
々
と
し
て
此
文
有
り
。
蓋
し
篾
痕
な
り
。
莊
子

曰
、
篋
を
肱
き
橐
を
探
る
、
此
れ
其
の
字
を
借
用
す
。
魯
論
曰
、
子
路

宿

諾
す
る
こ
と
无
し
。

あ
ら
か
じ
め

オ

注

蓋
篾
ー
音
蔑
、
韻
會
云
今
蜀
及
関
中
亦
謂
竹
篾
、
爲
蔓
。

30

10

書
云
、
布
重
篾
席
云
云
。
竹
ヲ
細
ニ
裂
テ
方
ク
ミ
タ
ル
（
注
）

物
歟
。

（
注
）
写
本
「
方
ニ
ク
ミ
タ
ル
」

巻
二
下
（
無
し
）

巻
三
上

【
有
恵
江
南
帳
中
香
者
戯
答
六
言
二
句
】

螺
甲
割
崑
崙
耳

螺
甲
は
崑
崙
の
耳
を
割
き
、

香
材
屑
鷓
鴣
斑

香
材
は
鷓
鴣
の
斑
を
屑
に
す
。

オ

諸
抄
ニ
ハ
螺
甲
ノ
崑
崙
人
ノ
耳
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
カ
ラ
ス
ガ
イ
ト

05

02
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云
ヘ
ド
モ
、
以
本
草
考
之
則
カ
ラ
ス
ガ
イ
ニ
ワ
ア
ラ
ズ
。
故
録
此
圖
及
本

草
。
蓋
爲
後
人
之
子
細
着
眼
也
。

ウ

螺
甲
ハ
カ
ラ
ス
ガ
イ
也
。

09

15
オ

某
謂
、
大
全
本
草
廿
二
有
螺
甲
圖
。
カ
ラ
ス
ガ
イ
ニ
ワ
不
似
也
。

10

07

【
有
聞
帳
中
香
以
爲
熬
蝎
者
戯
用
前
韻
】
第
二
首

却
知
麝
要
防
閑

却
つ
て
知
る
、
麝
の
防
閑
を
要
す
る
こ
と
を
。

〔
南
史
、
范
曄
字
蔚
宗
、
撰
和
香
方
、
序
曰
、
麝
本
多
忌
。
過

分
必
害
。
…
〕
南
史
に
、
范
曄
字
は
蔚
宗
、
和
香
の
方
を
撰
す
る
序

に
曰
く
、
麝
は
本
多
き
は
忌
む
。
分
に
過
ぐ
れ
ば
必
ず
害
あ
り
。
…

オ

注
云
多
忌

ウ
ツ
リ
ガ
ノ
ス
ル
ヲ
云
也
。

14

11

【
謝
公
擇
舅
分
賜
茶
三
首
】
第
二
首

乞
與
降
魔
大
圓
鏡

降
魔
の
大
圓
鏡
を
乞
與
し
て
、

眞
成
破
柱
作
驚
雷

眞
成
に
柱
を
破
り
て
驚
雷
を
作
す
。

オ

真
成
ハ
マ
メ
ヤ
カ
也
。

16

06

【
送
碧
香
酒
用
子
瞻
韻
戯
贈
鄭
彦
能
】

食
貧
好
酒
嘗
自
嘲

食
貧
し
う
し
て
酒
を
好
ん
で
嘗
て
自
ら
嘲
る
。

日
給
上
尊
無
骨
相

日
に
上
尊
を
給
す
る
こ
と
骨
相
無
し
。

ウ

無
食
好
飲
可
自
嘲
。
況
上
樽
哉
。
何
由
得
之
。
骨
相
、
一
云
ナ

18

03

リ
カ
ヽ
リ
也
。
一
云
ア
テ
ガ
イ
也
。

【
送
碧
香
酒
用
子
瞻
韻
戯
贈
鄭
彦
能
（
同
前
）】

銀
杯
同
色
試
一
傾

銀
杯
色
を
同
じ
く
し
て
試
み
に
一
た
び
傾
け
ば
、

排
遣
春
寒
出
帷
帳

春
寒
を
排
遣
し
て
帷
帳
を
出
さ
ん
。

ウ

排
遣
ハ
ヲ
シ
ノ
ク
ル
義
也
。

19

01

【
次
韻
子
瞻
贈
王
定
國
】

風
姿
極
灑
落

風
姿
灑
落
を
極
め
て
、

雲
氣
畫
罍
樽

雲
氣
罍
樽
に
畫
く
。

ウ

此
一
聯
言
風
姿
極
洒
落
ナ
レ
ド
モ
、
爲
世
模
範
タ
ラ
ン
コ
ト
ハ

29

11

如
雲
氣
畫
罍
樽
。
所
謂
其
質
不
衒
飾
也
。

巻
三
下
（
無
し
）

巻
四
上

【
奉
和
文
潜
贈
無
咎
篇
末
多
以
見
及
以
既
見
君
子
云
胡
不
喜
爲

韻
】
第
一
首

亀
以
靈
故
焦

亀
は
靈
あ
る
を
以
て
故
に
焦
が
さ
る
。

雉
以
文
故
翳

雉
は
文
あ
る
を
以
て
故
に

翳

せ
ら
る
。

ま
ぶ
し

〔
…
潘
安
仁
射
雉
賦
序
曰
、
習
媒
翳
之
事
。
李
善
注
曰
、
翳
者

所
隠
以
射
者
也
〕
…
潘
安
仁
が
射
雉
賦
の
序
に
曰
く
、
媒
翳
の
事
を

習
ふ
。
李
善
注
に
曰
く
、
翳
は
隠
れ
て
以
て
射
る
所
の
者
な
り
。

オ

マ
ブ
シ
ニ
セ
ラ
ル
、
カ
ク
シ
イ
ニ
セ
ラ
ル
。
此
二
点
其
義
同
謂

04

04

隠
射
也
。

【
奉
和
文
潜
贈
無
咎
…
（
同
前
）】
第
六
首

雖
肥
如
瓠
壷

肥
え
て
瓠
壷
の
如
し
と
雖
も
、

胷
中
殊
不
麄

胷
中
殊
に
麄
な
ら
ず
。

オ

瓠
ハ
ユ
ウ
ガ
フ
。
其
形
有
圓
有
長
（
注
）

。
此
句
指
其
圓
肥
也
。

12

04（
注
）
写
本
「
瓠
ハ
ユ
ウ
ガ
フ
。
其
形
有
長
」
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【
和
邢
敦
夫
秋
懐
十
首
】
第
一
首

相
戒
趣
女
功

相
ひ
戒
め
て
女
功
を

趣

に
す
。

す
み
や
か

莎
蟲
能
表
微

莎
蟲
能
く
微
を
表
す
。

オ

此
一
聯
受
第
二
并
第
四
。
言
秋
涼
次
第
襲
來
、
不
可
無
其
備
也
。

21

15

熈
豐
黨
モ
ニ
ワ
カ
ニ
カ
ク
ノ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
、
元
祐
ノ
老
成
モ
参
暇
ノ
次

ニ
請
暇
セ
ヨ
ノ
理
ア
ラ
ン
。

巻
四
下

【
送
顧
子
敦
赴
河
東
三
首
】
第
一
首

紫
參
可
掘
宜
包
貢

紫
參
掘
る
べ
し
、
宜
し
く
包
貢
す
べ
し
。

ウ

人
参
ヲ
バ
紫
團
参
ト
号
。
ソ
ウ
ジ
テ
又
彼
紫
参
ヲ
バ
紫
團
参
ト

27

07

ハ
不
号
也
（
注
）

。
團
ノ
一
字
ニ
ヨ
リ
テ
格
別
也
。

（
注
）
写
本
「
紫
参
ト
ハ
不
号
也
」

巻
五
上

【
次
韻
子
瞻
武
昌
西
山
】

山
川
悠
遠
莫
浪
許

山
川
は
悠
遠
な
り
。
浪
り
に
許
す
こ
と
莫
し
。

富
貴
崢
嶸
今
鼎
來

富
貴
崢
嶸
と
し
て
今
鼎
に
來
る
。

ま
さ

オ

江
西
云
、
言
雖
可
再
來
不
可
遂
今
帰
來
在
朝
也
。
注
コ
ヽ
ロ
ホ

30

11

ド
コ
ヽ
ロ
マ
ヨ
ワ
ス
コ
ヽ
ロ
ナ
シ
コ
ヽ
ロ
ニ
コ
ヽ
ロ
コ
ヽ
ロ
ユ
ル
ス
ナ
。

莫
浪
許
三
字
其
義
同
。

巻
五
下

【
柳
閎
展
如
蘇
子
瞻
甥
也
其
才
徳
甚
美
有
意
於
學
故
以
桃
李
不

言
下
自
成
蹊
八
字
作
詩
贈
之
】
第
二
首

浮
陽
愧
嘉
魚

浮
陽
嘉
魚
を
愧
づ
。

ウ

注
浮
陽
ハ
メ
ヽ
ザ
コ
。

03

03

【
戯
詠
蠟
梅
二
首
】
題

〔
…
竇
髙
州
家
有
灌
叢
。
能
香
一
園
也
…
〕
…
竇
髙
州
が
家
に

灌
叢
有
り
。
能
く
一
園
を
香
し
く
す
。
…

ウ

灌
樷
ー
竇
高
州
不
知
爲
何
人
也
。
灌
毛
韻
樷
木
也
。
灌
樷
一
ム

15

05

ラ
ノ
義
也
。
蠟
梅
一
ム
ラ
ア
リ
、
其
園
中
ヲ
カ
ウ
バ
シ
ク
ス
ル
也
。

【
戯
詠
蠟
梅
二
首
（
同
前
）】
第
一
首

金
蓓
鎻
春
寒

金
蓓
春
寒
を
鎻
す
。

惱
人
香
未
展

人
を
惱
ま
し
て
香
未
だ
展
び
ず
。

〔
集
韻
曰
、
蓓
蕾
始
華
也
…
〕
集
韻
曰
く
、
蓓
蕾
は
始
て
華
さ
く

な
り
。
…

ウ

金
蓓
ハ
花
之
ツ
ボ
ミ
。

15

09
オ

註

蓓
蕾
花
之
ツ
ボ
ミ
。

16

05

【
賈
天
錫
惠
寳
薫
乞
詩
予
以
兵
衛
森
畫
㦸
燕
寢
凝
清
香
十
字
作

詩
報
之
】
第
三
首

石
蜜
化
螺
甲

石
蜜
螺
甲
を
化
す
。

榠
樝
煮
水
沈

榠
樝
水
沈
を
煮
る
。

博
山
孤
煙
起

博
山
孤
煙
起
る
。

對
此
作
森
森

此
に
對
し
て
森
森
を
作
す
。

〔
山
谷
有
此
十
詩
跋
云
、
賈
天
錫
意
和
香
。
其
法
、
研
沈
水
如

小
榑
投
、
取
榠
樝
液
。
漬
之
三
日
、
乃
煮
去
其
液
。
温
水
浴
之
。

螺
甲
磨
去
齟
齬
、
以
胡
麻
膏
熬
之
。
…
〕
山
谷
此
の
十
詩
の
跋
有
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り
て
云
ふ
、
賈
天
錫
が
意
は
香
に
和
す
。
其
の
法
、
沈
水
に
研
つ
て
小

榑
投
の
如
に
し
て
、
榠
樝
の
液
を
取
る
。
之
を
漬
す
こ
と
三
日
に
し
て
、

乃
ち
煮
て
其
の
液
を
去
る
。
水
を
溫
め
て
之
を
沐
ふ
。
螺
甲
は
齟
齬
を

あ
ら

磨
去
て
、
胡
麻
の
膏
を
以
て
之
を
熬
る
。
…

ウ

小
榑
投
バ
ク
チ
ザ
イ
也
。
榠
樝
ハ
ナ
シ
ノ
類
也
。
齟
齬
ー
螺
甲

22

01

有
高
低
之
処
、
謂
之
齟
齬
。
蓋
ウ
ワ
カ
ワ
ノ
イ
ラ
ヽ
ノ
ア
ル
ヲ
云
。

巻
六
上

【
子
瞻
以
子
夏
丘
明
見
戯
聊
復
戯
答
】

請
天
還
我
讀
書
眼

天
に
請
ふ
、
我
に
書
を
讀
む
眼
を
還
せ
。

願
載
軒
轅
訖
鼎
湖

願
は
く
は
軒
轅
を
載
せ
て
鼎
湖
に
訖
へ
ん

〔
…
軒
轅
謂
神
宗
。
時
山
谷
修
實
録
…
〕
…
軒
轅
は
神
宗
を
謂
ふ
。

時
に
山
谷
實
録
を
修
す
。
…

オ

墨
点
義
、
神
宗
實
録
平
生
載
崩
御
コ
ト
マ
デ
ヲ
記
之
訖
。
鼎
湖

33

12

指
崩
御
。
訖
記
（
注
）

ヲ
ワ
ラ
ム
ト
云
義
也
。
朱
点
議
、
訖
字
指
神
宗
之
崩
。

（
注
）
写
本
「
訖
ト
ハ
」

【
謝
黃
從
善
司
業
寄
惠
山
泉
】

錫
谷
寒
泉
撱
石
俱

錫
谷
の
寒
泉
、
撱
石
と
俱
に
す
。

并
得
新
詩
蠆
尾
書

并
せ
て
新
詩
蠆
尾
の
書
を
得
た
り
。

オ

有
或
説
云
、
并
字
係
新
詩
與
蠆
尾
書
。
蠆
尾
書
結
如
蠆
尾
之
曲
。

45

03

タ
マ
ヅ
サ
・
ヒ
ネ
リ
ブ
ミ
等
類
也
。
如
樵
雲
解
、
詩
蠆
尾
様
子
カ
ク
也
。

【
見
諸
人
唱
和
酴
醿
詩
輙
次
韻
戯
詠
】
題

オ

酴
醿
和
名
ハ
ヤ
マ
ブ
キ
也
。

48

03

【
見
諸
人
唱
和
酴
醿
詩
輙
次
韻
戯
詠
（
同
前
）】

梅
殘
紅
藥
遲

梅
殘
り
て
紅
藥
遲
し
。

此
物
共
春
歸

此
の
物
春
と
共
に
歸
る
。

オ

又
本
邦
歌
云
、
梅
ハ
ト
ビ
櫻
ハ
マ
ダ
シ
ナ
カ
タ
ヘ
テ
花
ナ
メ
ヅ

48

17

ラ
シ
キ
キ
ノ
フ
キ
ヨ
フ
カ
ナ
。
意
尤
相
類
。

巻
六
下

【
陳
留
市
隠
】

市
井
懐
珠
玉

市
井
に
珠
玉
を
懐
く
。

徃
來
人
未
逢

徃
來
す
れ
ど
も
人
未
だ
逢
は
ず
。

乗
肩
嬌
小
女

肩
に
乘
る
嬌
小
女
、

邂
逅
此
生
同

邂
逅
に
此
の
生
同
じ
。

ウ

嬌
字
ハ
ア
マ
ヤ
カ
ス
ト
訓
也
。
又
態
也
。
又
妖
嬌
也
。

03

04

【
劉
晦
叔
許
洮
河
緑
石
研
】

久
聞
岷
石
鴨
頭
緑

久
し
く
聞
く
、
岷
石
鴨
頭
の
緑
な
る
こ
と
を
。

可
磨
桂
溪
龍
文
刀

桂
溪
龍
文
の
刀
を
磨
く
べ
し
。

莫
嫌
文
吏
不
知
武

嫌
ふ
こ
と
莫
か
れ
、
文
吏
の
武
を
知
ら
ざ
る
こ
と
を
。

要
試
飽
霜
秋
兎
毫

霜
に
飽
く
る
秋
兎
毫
を
試
み
る
こ
と
を
要
す
。

ウ

某
謂
、
典
論
云
魏
太
子
丕
造
百
辞
露
陌
刀
。
一
長
三
尺
二
寸
、

09

09

重
二
斤
二
両
、
状
似
竜
文
。
名
曰
竜
鱗
。
又
詳
見
太
平
御
覧
第
三
百
四
十

六
巻
剣
刀
部
下
。
蓋
本
邦
所
謂
ス
ナ
ガ
シ
ト
云
モ
ノ
歟
。
前
二
説
又
典
論

一
説
、
以
上
三
義
孰
無
害
也
。
雖
然
典
論
説
爲
長
。
鬼
神
タ
ユ
ウ
波
ノ
ヒ

ラ
ヲ
ト
ガ
ン
ヨ
リ
モ
筆
鋒
利
ニ
シ
テ
尖
ナ
ル
ヲ
試
ハ
石
ニ
手
ゴ
タ
ヘ
ス
ベ

シ
。
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【
謝
王
仲
至
恵
洮
州
礪
石
黃
玉
印
材
】

洮
礪
發
劔
虹
貫
日

洮
礪
は
劔
を
發
し
て
虹
日
を
貫
く
。

印
章
不
瑑
色
蒸
栗

印
章
は
瑑
ぜ
ず
と
も
色
栗
を
蒸
す
。

ウ

注
去
声
亦
有
瑑
字
、
柱
傳
切
、
瑑
圭
璧
上
起
文
也
。
本
邦
ノ
ヤ

14

03

ス
リ
メ
歟
。【

次
韻
寄
晁
以
道
】

良
爲
鼻
祖
來

良

に
鼻
祖
の
爲
に
來
れ
る
か
。

ま
こ
と

渠
伊
爲
伴
侶

渠
伊
伴
侶
を
爲
す
。

か
れ
こ
れ

〔
楞
伽
經
偈
曰
、
心
如
工
技
兒
、
意
如
和
技
者
。
五
識
爲
伴
侣
、

妄
想
觀
技
衆
。
…
〕
…
楞
伽
經
偈
に
曰
く
、
心
は
工
技
兒
の
如
く
、

意
は
和
技
者
の
如
し
。
五
識
伴
侣
た
り
。
妄
想
は
技
衆
を
觀
ず
。
…

オ

工
技
児
ト
ハ
サ
ル
ガ
ク
ノ
タ
ユ
ウ
也
。
和
技
ー
ハ
ヤ
シ
テ
并
キ

31

01

ヤ
ウ
ゲ
ン
也
。
觀
技
ー
見
物
者
也
。

【
次
以
道
韻
寄
范
子
夷
子
黙
】

持
論
不
籧
蒢

持
論
籧
蒢
せ
ず
、

奉
身
謝
誇
詡

身
を
奉
じ
て
誇
詡
を
謝
す
。

ウ

某
謂
大
小
板
顛
倒
、
作
持
論
不
根
故
引
本
傳
質
之
。
漢
書
義
ヨ

33

12

リ
キ
マ
ル
意
也
（
注
）

。

（
注
）
写
本
「
漢
書
義
ヨ
リ
キ
ナ
ル
意
也
」

【
僧
景
宣
相
訪
寄
法
王
航
禪
師
】

忽
憶
頭
陁
雲
外
人

忽
ち
頭
陁
雲
外
の
人
を
憶
ふ
。

閉
門
作
夏
與
僧
過

門
を
閉
ぢ
て
夏
を
作
て
僧
と
過
す
。

〔
文
選
王
簡
棲
有
頭
陁
寺
碑
。
李
善
注
云
、
頭
陁
斗
薮
也
。
言

斗
薮
煩
惱
也
。
前
人
詩
云
、
頭
陁
雲
外
僧
氣
多
。
圓
覺
經
曰
、

若
經
夏
者
三
月
安
居
〕
文
選
王
簡
棲
頭
陁
寺
の
碑
有
り
。
李
善
注
云
、

頭
陁
は
斗
薮
な
り
。
言
は
煩
惱
を
斗
薮
す
る
ぞ
。
前
人
の
詩
に
云
、
頭

陁
雲
外
僧
氣
多
し
。
圓
覺
經
曰
、
夏
者
を
經
て
三
月
安
居
す
る
が
若
し
。

オ

註
斗
薮
ー
斗
薮
ハ
米
水
ニ
テ
洗
、
ソ
レ
ヲ
漉
ス
器
也
。
本
邦
ノ

36

14

イ
カ
キ
也
。
煩
悩
水
比
佛
性
末
比
末
留
メ
テ
（
注
）

水
ヲ
漉
シ
ス
ツ
、
是
煩

悩
ヲ
斷
也
。
故
爲
沙
門
之
捴
号
。
飜
譯
名
議
集
有
斗
薮
注
。

（
注
）
写
本
「
煩
悩
ヲ
、
水
ニ
比
シ
、
佛
性
ヲ
、
米
ニ
、
比
ス
、
米
ヲ
留
メ

テ
」

【
次
韻
張
昌
言
給
事
喜
雨
】

垤
漂
戰
蟻
餘
追
北

垤
、
戰
蟻
に
漂
は
し
て
追
北
を
餘
し
、

柱
擊
乖
龍
有
裂
文

柱
、
乖
龍
を
擊
つ
て
裂
文
有
り

ウ

垤
即
ア
リ
ヅ
カ
也
。
柱
乖
竜
ノ
雷
神
ヲ
ヲ
ソ
レ
テ
カ
ク
レ
イ
ル

49

13

処
也
。

巻
七
上

【
詠
李
伯
時
摹
韓
幹
三
馬
次
蘇
子
由
韻
簡
伯
時
兼
寄
李
徳
素
】

吾
嘗
観
覧
在
坰
馬

吾
嘗
て
坰
に
在
る
馬
を
観
覧
す
る
に
、

ま
き

駑
駘
成
列
無
権
竒

駑
駘
列
を
成
し
て
権
竒
無
し
。

ウ

坰
ハ
マ
キ
也
。
本
邦
牧
字
訓
マ
キ
ト
（
注
）

。

15

02（
注
）
こ
の
条
、
写
本
と
同
じ
。

【
詠
李
伯
時
摹
韓
幹
三
馬
次
蘇
子
由
韻
…
（
同
前
）】

千
金
市
骨
今
何
有

千
金
骨
を
市
ふ
、
今

何

に
か
有
る
。

か

い
づ
く

士
或
不
價
五
羖
皮

士
或
い
は
五
羖
皮
を
し
て
も
價
ひ
せ
ず
。
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ウ

百
里
奚
者
賢
才
也
。
楚
王
ア
ム
ダ
ラ
ウ
ニ
テ
五
羊
皮
ニ
カ
ウ
。

16

17

【
次
韻
子
瞻
和
子
由
観
韓
幹
馬
因
論
伯
時
畫
天
馬
】

于
闐
花
驄
龍
八
尺

于
闐
の
花
驄
龍
八
尺
、

看
雲
不
受
絡
頭
絲

雲
を
看
て
絡
頭
絲
を
受
け
ず
。

ウ

花
驄
或
云
、
桃
花
馬
、
サ
メ
馬
也
。
或
云
、
葦
毛
馬
也
。
西
域

18

09

所
献
也
。

【
次
韻
子
瞻
和
子
由
觀
韓
幹
馬
…
（
同
前
）】

一
日
真
龍
入
圖
畫

一
日
真
龍
圖
畫
に
入
る
。

在
坰
羣
雄
望
風
雌

坰
に
在
る
羣
雄
風
を
望
み
て
雌
な
り
。

オ

言
彼
三
馬
皆
是
真
龍
、
一
旦
入
繪
事
、
在
坰
之
凡
馬
、
悉
望
其

20

10

風
而
爲
雌
也
。
比
此
三
馬
則
餘
凡
馬
皆
是
ダ
ム
マ
ノ
如
也
。

【
次
韻
子
瞻
和
子
由
観
韓
幹
馬
…
（
同
前
）】

李
侯
論
幹
獨
不
爾

李
侯
の
幹
を
論
ず
る
こ
と
獨
り
爾
ら
ず
。

妙
畫
骨
相
遺
毛
皮

妙
に
骨
相
を
畫
き
て
毛
皮
を
遺
る
。

わ
す

〔
晉
書
王
獻
之
傳
、
謝
安
問
君
書
何
如
君
家
尊
…
〕
晉
書
王
獻

之
傳
に
、
謝
安
問
ふ
、
君
の
書
何
く
ん
ぞ
君
が
家
の
尊
に
如
か
ん
。
…

ウ

註
家
尊
ー
家
尊
ト
ハ
指
羲
之
。

20

16

【
子
瞻
去
歳
春
侍
立
邇
英
子
由
秋
冬
間
相
繼
入
侍
作
詩
各
述
所

懐
予
亦
次
韻
四
首
】
題

〔
仁
宗
乾
興
初
、
日
御
殿
之
西
廡
。
詔
孫
奭
馮
元
等
、
勸
講
祖

宗
故
事
、
以
双
日
延
見
儒
臣
。
至
此
、
雖
隻
日
、
亦
令
執
經
入

侍
…
〕
仁
宗
乾
興
初
、
日
に
殿
の
西
廡
に
御
す
。
孫
奭
・
馮
元
等
に

ひ
び

詔
し
て
、
祖
宗
の
故
事
を
勸
講
せ
よ
と
。
双
日
を
以
て
儒
臣
を
延
見
す
。

此
に
至
つ
て
、
隻
日
た
り
と
雖
も
、
亦
た
經
を
執
り
て
入
り
て
侍
せ
し

む
。
…

オ

双
日
ト
云
ハ
、
二
日
四
日
六
日
八
日
十
日
是
也
。
隻
日
ト
云
ハ
、

26

05

一
日
三
日
五
日
七
日
九
日
是
也
。

【
子
瞻
去
歳
…
（
同
前
）
】
第
一
首

赤
壁
歸
來
入
紫
清

赤
壁
よ
り
歸
り
來
て
紫
清
に
入
る
。

堂
堂
心
在
鬢
彫
零

堂
堂
と
し
て
心
在
り
て
鬢
彫
零
す
。

ウ

今
東
坡
五
十
二
歳
、
雖
髪
已
彫
零
、
致
君
於
爲
之
其
本
心
。
尚

27

05

是
堂
々
不
屈
也
。
シ
カ
レ
ド
モ
年
老
耄
セ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
思
フ
ニ
カ
イ
ナ
シ

ト
東
坡
殿
ヲ
ボ
シ
メ
ス
ラ
メ
。
紫
清
指
朝
廷
也
。

【
子
瞻
去
歳
…
（
同
前
）
】
第
三
首

對
掌
絲
綸
罷
記
言

對
し
て
絲
綸
を

掌

り
て
言
を
記
す
る
こ
と
を
罷

つ
か
さ
ど

む
。

ウ

罷
記
言
三
字
、
言
東
坡
自
起
居
之
官
、
迁
中
書
舎
人
。
子
由
亦

29

11

自
起
居
之
官
、
迁
中
書
舎
人
、
故
罷
記
言
ト
云
也
。
天
社
注
云
、
右
史
左

史
也
（
注
）

。

（
注
）
こ
の
条
、
写
本
「
罷
記
言
三
字
、
言
東
坡
爲
起
居
之
官
、
子
由
亦
爲
、

起
居
官
。
天
社
注
云
、
右
史
左
史
也
。」

【
再
次
韻
四
首
】
第
二
首

殿
上
給
扶
鳴
漢
履

殿
上
に
扶
け
を
給
つ
て
漢
履
を
鳴
ら
し
、

た
す

螭
頭
簪
筆
見
秦
冠

螭
頭
に
筆
を
簪
に
し
て
秦
冠
を
見
る
。

ウ

言
殿
上
給
扶
、
鳴
漢
朝
之
履
、
老
成
人
之
中
ニ
モ
螭
頭
簪
筆
着

31

16
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秦
朝
之
冠
。
左
史
右
史
之
官
ヲ
見
ル
ニ
モ
東
坡
兄
弟
ホ
ド
ノ
人
品
ハ
ナ
シ
。

此
一
聯
若
細
不
着
眼
、
則
入
邪
路
矣
。

【
題
郭
熙
山
水
扇
】

一
段
風
煙
且
千
里

一
段
の
風
煙
且
つ
千
里
、

解
如
明
月
逐
人
行

明
月
の
人
を
逐
つ
て
行
く
が
如
き
な
る
こ
と
を
解

す
。

〔
…
西
都
賦
、
閭
閻
且
千
里
…
〕
…
西
都
賦
に
、
閭
閻
の
さ
と
且

つ
千
里
…

オ

閭
閻
且
千
ト
チ
ヽ
バ
カ
リ
ナ
リ
（
注
）

。

40

07（
注
）
写
本
「
閭
閻

且
千

」

リ
ヨ
ヱ
ム
ノ
サ
ト

ー

ー

ト

チ

ヾ

バ

カ
リ

ナ

リ

【
題
鄭
防
畫
夾
五
首
】
第
一
首

惠
崇
煙
雨
歸
鴈

惠
崇
が
煙
雨
の
歸
鴈
、

坐
我
瀟
湘
洞
庭

我
を
瀟
湘
洞
庭
に
坐
し
む
。

欲
喚
扁
舟
歸
去

扁
舟
を
喚
び
て
歸
り
去
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、

故
人
言
是
丹
青

故
人
は
是
れ
丹
青
な
り
と
言
ふ
。

ウ

サ
ナ
ガ
ラ
是
丹
青
也
。
始
末
共
爲
真
境
致
也
。
如
舊
説
丹
青
デ

42

05

ア
ル
ト
ア
ラ
ワ
シ
テ
無
滋
味
。

巻
七
下

【
小
鴨
】

小
鴨
看
從
筆
下
生

小
鴨
筆
下
よ
り
生
ず
る
を
看
る
。

幻
法
生
機
全
得
妙

幻
法
生
機
全
く
妙
を
得
た
り
。

ウ

畫
師
描
小
鴨
ミ
ス
〳
〵
從
筆
下
、
幼
出
其
形
。
實
具
生
機
似
非

09

10

畫
圖
也
。

【
題
劉
将
軍
鴈
】
第
一
首

滕
王
蛺
蝶
雙
穿
花

勝
王
の
蛺
蝶
双
び
て
花
を
穿
つ
。

東
丹
胡
馬
耙
胡
沙

東
丹
の
胡
馬
胡
沙
を
耙
く
。

は

オ

耙
普
門
普
閔
二
切
、
耙
気
也
。
通
作
噴
。
皷
鼻
也
。
沙
中
ニ
鼻

12

03

ア
ラ
シ
ヲ
吹
。

【
題
劉
将
軍
鵝
】

箭
羽
不
霑
春
水

箭
羽
春
水
に
霑
は
ず
。

籕
文
時
印
平
沙

籕
文
時
に
平
沙
に
印
す
。

ウ

蓋
第
一
句
、
擧
其
羽
毛
而
已
。
箭
字
ハ
ハ
ケ
ツ
イ
デ
也
。

13

07

【
次
韻
子
瞻
題
無
咎
所
得
與
可
竹
二
首
粥
字
韻
戯
嘲
無
咎
人
字

韻
詠
竹
】
第
一
首

十
字
供
籠
餅

十
字
籠
餅
を
供
す
。

一
水
試
茗
粥

一
水
茗
粥
を
試
む
。

ウ

ズ
ツ
ナ
シ
ノ
ク
セ
ニ
テ
、
マ
ラ
ウ
ド
タ
ケ
イ
者
也
。

19

05

【
次
韻
子
瞻
題
無
咎
所
得
與
可
竹
二
首
…
（
同
前
）
】
第
一
首

舍
前
粲
戎
葵

舍
前
に
は
戎
葵
粲
た
り
。

舍
後
荒
苜
蓿

舍
後
に
は
苜
蓿
荒
る
。

ウ

其
貧
困
如
是
、
而
カ
ラ
モ
ノ
ス
キ
ワ
シ
ヨ
フ
カ
ナ
ト
云
心
也
。

20

04

此
一
聯
ハ
ス
ツ
ヲ
カ
ワ
イ
タ
ル
體
ヲ
云
。

【
奉
同
子
瞻
韻
寄
定
國
】

風
雲
開
古
鏡

風
雲
古
鏡
を
開
く
。
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淮
海
熨
冰
紈

淮
海
冰
紈
を
熨
す
。

う
つ

ウ

熨
ト
ハ
シ
メ
シ
ヲ
置
キ
、
火
ヲ
以
テ
ノ
シ
ヲ
カ
ク
ル
ヲ
云
也
。

25

13

【
次
韻
錢
穆
父
贈
松
扇
】

可
憐
遠
度
幘
溝
婁

憐
れ
む
べ
し
、
遠
く
幘
溝
婁
を
度
つ
て
、

適
堪
今
時
褦
襶
子

適

今
時
の
褦
襶
子
に
堪
た
る
こ
と
を
。

た
ま
た
ま

ウ

言
以
此
松
扇
今
時
炎
熱
ノ
ア
ツ
ク
ラ
ウ
シ
キ
ヲ
ハ
ラ
イ
ノ
ク
べ

38

16

シ
。

【
次
韻
錢
穆
父
贈
松
扇
（
同
前
）】

合
得
安
期
不
死
藥

安
期
が
不
死
の
藥
を
得
、

使
我
蟬
蜕
塵
埃
間

我
を
し
て
塵
埃
の
間
を
蝉
蜕
せ
し
む
べ
し
。

ウ

某
謂
豫
章
文
集
合
字
作
應
字
。
孰
（
注
）

翫
吟
之
則
合
字
爲
優
。

39

03

言
錢
定
合
得
彼
不
死
薬
、
何
爲
我
不
分
贈
耶
。
蓋
ホ
リ
句
也
。

（
注
）
写
本
「

熟

」

ツ
ラ
〳
〵

【
戯
和
文
潛
謝
穆
父
松
扇
】

持
贈
小
君
聊
一
笑

持
し
て
小
君
に
贈
ら
ば
聊
か
一
笑
せ
ん
。

不
須
射
雉
彀
黄
間

須
ゐ
ず
、
雉
を
射
ち
て
黄
間
を
彀
る
こ
と
を
。

は

ウ

同
床
夜
話
ア
ツ
ク
ラ
ウ
シ
カ
ラ
ン
時
、
此
ス
ヾ
シ
キ
扇
ヲ
文
潜

41

08

其
夫
人
ニ
ツ
カ
ワ
セ
バ
必
可
歓
也
。
冬
コ
ソ
ア
レ
、
夏
ハ
イ
カ
ナ
ル
私
語

ノ
時
モ
ア
ツ
ク
ラ
ウ
シ
キ
者
也
。
況
文
潜
太
肥
満
、
其
夫
人
ア
ツ
ク
ラ
ウ

シ
カ
ラ
ン
コ
ト
ハ
推
量
マ
ウ
ス
。

オ

本
邦
ナ
ガ
ラ
ノ
橋
ニ
用
人
柱
。
其
人
ノ
ム
ス
メ
ノ
歌
云
、
モ
ノ

42

11

イ
ヱ
バ
チ
ヽ
ワ
ナ
ガ
ラ
ノ
ハ
シ
バ
シ
ラ
ナ
カ
ズ
ハ
キ
ジ
モ
イ
ラ
レ
ザ
ラ
マ

シ
。

巻
八
上

【
次
韻
柳
通
叟
寄
王
文
通
】
題

ウ

文
通
ガ
タ
メ
ノ
勧
進
帳
ゾ
。

12

02

【
次
韻
柳
通
叟
寄
王
文
通
（
同
前
）】

寄
語
諸
公
肯
湔
祓

語
を
寄
す
、
諸
公
肯
へ
て
湔
祓
し
て
、

割
雞
令
得
近
郷
關

雞
を
割
い
て
郷
關
に
近
づ
く
こ
と
を
得
し
め
よ
。

ウ

割
雞
令
得
近
郷
関
、
此
点
可
也
。
タ
ト
イ
令
宰
ホ
ド
ノ
官
ナ
リ

14

03

ト
モ
近
郷
可
便
。

【
送
張
天
覺
得
登
字
】

湖
海
尚
豪
氣

湖
海
尚
ほ
豪
氣
、

有
人
議
陳
登

人
の
陳
登
に
議
る
有
り
て
…

は
か

オ

言
商
英
満
身
之
膽
、
豪
氣
不
除
。
故
其
外
相
、
雖
爲
雲
水
僧
、

20

12

其
臆
裏
之
豪
雄
、
實
如
陳
元
龍
也
。
ウ
ハ
ツ
ラ
ハ
僧
ゴ
ノ
ミ
、
ソ
コ
ハ
豪

気
而
已
。

【
送
張
天
覺
得
登
字
（
同
前
）】

公
家
有
間
日

公
が
家
に
間
日
有
ら
ん
。

禪
窟
問
枸
燈

禪
窟
に
枸
燈
を
問
へ
。

オ

某
謂
枸
憕
便
韻
也
。
阿
弥
陀
坊
主
用
フ
ベ
キ
語
ナ
レ
ド
モ
、
山

21

12

谷
転
ジ
テ
爲
向
上
之
香
灯
也
。

【
博
士
王
揚
休
輾
密
雲
龍
同
事
十
三
人
飲
之
戯
作
】

王
郎
坦
腹
飯
床
東

王
郎
坦
腹
し
て
床
東
に
飯
す
。
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太
官
分
物
來
婦
翁

太
官
物
を
分
て
婦
翁
よ
り
來
た
す
。

ウ

坦
腹
ト
ハ
、
ハ
ダ
ヌ
ギ
ア
ヲ
ノ
キ
ニ
臥
シ
テ
、
腹
ノ
フ
ク
レ
タ

24

16

ル
ヲ
ヲ
シ
サ
ス
リ
タ
ル
ヲ
云
也
。
腹
ガ
フ
ク
ル
レ
バ
、
シ
ワ
モ
ヨ
ラ
ズ
シ

テ
、
坦
平
々
タ
ル
也
（
注
一
）

。
一
説
云
、
坦
ハ
明
也
。
ア
ラ
ス
ワ
（
注
二
）

義
也
。

一
云
、
坦
ハ
平
（
注
三
）

夷
也
。
此
茶
ハ
天
子
ノ
御
膳
ヲ
司
ル
太
官
ノ
方
ヨ
リ

王
揚
休
ガ
舅
方
ヘ
引
物
ニ
分
ツ
故
云
分
物
。
此
二
字
ヲ
バ
ス
グ
ニ
讀
ベ
シ
。

舅
ト
ハ
妻
之
父
也
。
ソ
ノ
舅
ノ
方
ヨ
リ
贈
王
揚
休
。
此
茶
重
々
ニ
ヲ
ク
リ

モ
テ
ク
ル
。
官
茶
ノ
重
宝
ナ
ル
故
也
。

（
注
一
）
写
本
「
ガ
フ
ク
ル
レ
バ
、
シ
ワ
モ
ヨ
ラ
ズ
シ
テ
、
坦
平
々
タ
ル
也
」

は
「
夷
也
」
の
直
後
に
あ
り
。
た
だ
し
「
ガ
」
は
無
し
。

（
注
二
）
写
本
「
ア
ラ
ワ
ス
」

（
注
三
）
写
本
「
玉
」

【
戯
答
陳
元
輿
】

但
憂
迎
笑
花
枝
紅

但
だ
憂
ふ
、
迎
へ
笑
つ
て
花
枝
の
紅
き
こ
と
を
。

夜
牕
冷
雨
打
斜
風

夜
牕
の
冷
雨
斜
風
打
つ
。

秋
衣
沈
水
換
薫
籠

秋
衣
沈
水
薫
籠
を
換
へ
ん
。

〔
太
白
詩
、
妾
似
井
底
花
、
開
花
向
君
笑
。
楽
天
詩
、
蕭
々
暗

雨
打
窗
声
。
顔
師
古
注
、
急
就
章
曰
、
篝
一
名
笿
、
亦
以
爲
薰

籠
〕
太
白
詩
、
妾
は
井
底
花
に
似
た
り
。
開
花
君
に
向
ひ
て
笑
ふ
。

楽
天
詩
、
蕭
々
た
る
暗
雨
窗
を
打
つ
声
。
顔
師
古
注
、
急
就
章
に
曰
く
、

篝
一
に
は
笿
と
名
づ
く
。
亦
以
て
薰
籠
と
爲
す
。

ウ

言
至
此
境
界
、
則
妄
心
必
崩
發
、
而
豈
得
持
戒
邪
。
ク
チ
キ
リ

36

04

ヤ
ウ
ニ
言
フ
タ
レ
ド
モ
、
山
谷
亦
遂
破
戒
。

某
謂
五
句
不
及
細
釋
而
悟
入
。
注
、
笿
音
落
。
フ
セ
籠
。
見
前
。

【
戯
答
陳
元
輿
（
同
前
）
】

銀
屏
宛
轉
復
宛
轉

銀
屏
宛
轉
復
た
宛
轉
た
ら
ば
、

意
根
難
抜
如
薤
本

意
根
抜
き
難
く
し
て
薤
本
の
如
き
な
ら
ん
。

ウ

竹
骨
ホ
ソ
ク
張
之
。
屏
風
ワ
ラ
席
ノ
坐
敷
ナ
リ
ト
モ
、
對
妻
妾

36

09

則
妄
習
可
萠
發
、
況
銀
屏
宛
轉
ト
ク
ル
リ
〳
〵
ト
タ
テ
マ
ワ
シ
、
ウ
ス
香

ヲ
タ
イ
テ
其
中
ニ
ケ
ウ
ガ
ル
美
人
對
セ
バ
、
イ
カ
ナ
ル
釋
迦
達
磨
モ
興
ヲ

發
ス
ベ
シ
。

薤
、
毛
晃
曰
、
葷
菜
葉
似
韭
、
山
上
有
薤
、
下
有
金
。
韓
愈
詩
云
、
金
薤

垂
琳
琅
凡
葷
草
類
。
韭
根
堅
固
ニ
シ
テ
ト
ル
ト
キ
ハ
必
ズ
根
ヲ
バ
不
挽
刈

取
之
。
又
生
ジ
、
又
ハ
生
ジ
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
以
妄
習
比
薤
本
也
。

【
再
答
元
輿
】

君
不
能
入
身
帝
城
結
子
公

君
身
を
帝
城
に
入
れ
て
子
公
に
結
ぶ
こ
と
能

は
ず
。

又
不
能
擊
強
有
如
諸
葛
豐

又
強
を
擊
つ
て
諸
葛
豊
が
如
く
な
る
こ
と
有

る
こ
と
能
は
ず
。

法
當
憔
悴
百
僚
底

法
は
當
に
百
僚
の
底
に
憔
悴
す
べ
し
。

五
十
天
涯
一
禿
翁

五
十
天
涯
の
一
禿
翁
。

ウ

蓋
前
篇
云
、
鬂
髪
幸
未
成
老
翁
、
若
以
五
十
之
禿
翁
。
爲
陳
元

37

06

輿
與
前
詩
不
合
、
故
君
字
改
吾
字
ト
ナ
シ
、
此
四
句
ヲ
公
ニ
カ
ケ
テ
見
也
。

ウ

前
篇
髪
鬂
幸
未
成
老
翁
云
ト
云
ヘ
ド
モ
、
今
已
五
十
之
禿
翁
也
。

37

11

【
再
答
元
輿
（
同
前
）】

法
當
憔
悴
百
僚
底

法
は
當
に
百
僚
の
底
に
憔
悴
す
べ
し
。

五
十
天
涯
一
禿
翁

五
十
天
涯
の
一
禿
翁
。

〔
晉
書
石
勒
載
記
、
勒
甞
聞
酈
食
其
勸
立
六
国
後
、
大
驚
曰
、
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此
法
當
失
、
何
得
遂
成
天
下
〕
晉
書
に
石
勒
載
記
、
勒
甞
て
酈
食

其
が
勸
て
六
国
の
後
を
立
て
よ
と
聞
て
、
大
に
驚
き
て
曰
く
、
此
法
當

に
失
す
べ
し
。
何
ぞ
遂
に
天
下
を

成

る
こ
と
を
得
ん
。

た
い
ら
ぐ

オ

酈
食
其
勸
立
六
國
後
、
張
良
借
漢
高
食
時
之
前
箸
、
以
籌
之
、

39

13

若
立
六
國
之
後
、
則
事
紛
々
生
ゼ
ン
ト
云
也
。
前
箸
ト
ハ
高
祖
ノ
飯
ヲ
喫

ス
ル
時
ノ
箸
也
。
事
急
ナ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
モ
ノ
ヲ
マ
イ
ル
ハ
シ
ヲ
借
テ
、
模

様
ヲ
ナ
シ
テ
高
祖
ニ
見
セ
マ
ウ
ス
也
。

【
再
答
元
輿
（
同
前
）】

男
兒
邂
逅
功
補
衮

男
兒
邂
逅
に
功
衮
を
補
ふ
。

鳥
倦
歸
巢
葉
歸
本

鳥
は
倦
み
て
巢
に
歸
し
、
葉
は
本
に
歸
す
。

〔
意
謂
功
名
之
㑹
時
來
則
偶
爲
之
。
初
不
必
經
意
。
至
於
稅
駕

之
地
則
不
可
不
早
計
也
〕
意
は
、
功
名
の
㑹
は
、
時
來
て
則
ち
偶

た
ま
之
を
爲
す
を
謂
ふ
。
初
め
は
必
ず
し
も
意
を
經
ず
。
稅
駕
の
地
に

至
れ
ば
則
ち
早
に
計
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
…

ウ

注

稅
駕
ト
ハ
ヒ
ツ
コ
ム
ベ
キ
好
時
節
ヲ
指
也
。
車
馬
ヨ
リ
ヲ

41

06

ル
ヽ
ニ
タ
ト
フ
也
。

【
次
韻
冕
仲
考
進
士
試
巻
】

注
金
無
全
巧

金
を
注
る
に
全
き
巧
み
無
し
。

い

竊
發
或
中
鵠

竊
か
に
發
し
て
或
は
鵠
に
中
る
。

〔
莊
子
曰
、
以
金
注
者
昏
。
考
工
記
梓
人
注
曰
、
鵠
所
射
也
、

以
皮
爲
之
。
射
義
曰
、
射
者
各
射
己
之
鵠
、
射
中
則
得
爲
諸
侯
〕

莊
子
曰
く
、
金
を
以
て
注
る
者
は
昏
し
。
考
工
記
に
梓
人
の
注
に
曰
く
、

鵠
は
射
る
所
な
り
。
皮
を
以
て
之
を
爲
る
。
射
義
に
曰
く
、
射
る
者
各

つ
く

己
が
鵠
を
射
る
。
射
て
中
る
則
ん
ば
諸
侯
と
爲
る
こ
と
を
得
た
り
。

と
き

オ

雖
着
精
細
却
見
ソ
コ
ナ
フ
コ
ト
ア
リ
。
或
ハ
素
粧
ヘ
ラ
ヘ
ド
モ

47

10

（
注
）

、
却
テ
見
ス
マ
ス
コ
ト
ア
リ
。
是
亦
荘
子
達
生
篇
之
意
也
。

ウ

鵠
字
訓
的
マ
ト
ノ
コ
マ
ナ
コ
也
。

47

15（
注
）
写
本
「
素
粧
ヘ
ラ
ヘ
ド
モ
」

ソ

サ
ウ
ニ

巻
八
下

【
王
聖
美
三
子
補
中
廣
文
生
】

三
級
定
知
魚
尾
進

三
級
定
て
知
る
、
魚
尾
の
進
ま
ん
こ
と
を
。

一
鳴
已
作
鴈
行
連

一
鳴
已
に
雁
行
の
連
な
る
こ
と
を
作
す
。

…
…

歸
去
雄
誇
向
兒
姪

歸
り
去
り
て
雄
誇
し
て
兒
姪
に
向
か
へ
ば
、

舎
中
犢
子
賸
狂
顛

舎
中
の
犢
子

賸

へ
狂
顛
す
。

あ
ま
つ
さ

オ

雁
行
ハ
シ
ト
〳
〵
ト
シ
テ
ヨ
シ
。
犢
子
ハ
ハ
ネ
マ
ワ
リ
テ
ワ
ル

03

11

シ
。
雁
行
犢
子
ヲ
合
テ
着
眼
可
矣
。

【
次
韻
游
景
叔
聞
洮
河
捷
報
寄
諸
將
四
首
】
題

オ

是
時
游
景
叔
弓
箭
ヲ
バ
ト
ラ
ネ
ド
モ
、
奉
行
ニ
西
邊
ヘ
赴
テ
、

07

16

諸
将
ノ
ヨ
ク
戰
生
擒
鬼
章
コ
ト
ヲ
聽
テ
、
歓
抃
シ
テ
作
詩
寄
劉
。

【
次
韻
游
景
叔
聞
洮
河
捷
報
寄
諸
將
四
首
（
同
前
）
】
第
一
首

千
仞
溪
中
石
轉
雷

千
仞
の
溪
中
に
石
雷
を
轉
ず
。

漢
家
萬
騎
擣
虚
回

漢
家
の
萬
騎
虚
を
擣
つ
て
回
る
。

う

ウ

手
ニ
タ
ツ
モ
ノ
ナ
シ
。
故
云
、
擣
虚
回
ル
ト
。
回
字
凱
歌
カ
チ

07

13

ド
キ
ツ
ク
リ
テ
カ
ヘ
ル
ナ
リ
。

【
次
韻
游
景
叔
聞
洮
河
捷
報
寄
諸
將
四
首
（
同
前
）
】
第
二
首
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更
向
天
階
舞
干
羽

更
に
天
階
に
向
か
ひ
て
干
羽
を
舞
は
せ
、

降
書
剰
破
一
年
遲

降
書
一
年
の
遲
き
こ
と
を
剰
破
す
。

〔
…
鬼
章
雖
就
禽
、
其
子
孫
部
族
猶
足
以
陸
梁
於
邊
。
阿
里
庫

及
温
溪
心
皆
未
成
順
。
恐
諸
將
狃
勝
徼
功
。
故
欲
以
文
徳
来
之

也
。
東
坡
奏
議
述
其
事
甚
詳
…
〕
…
鬼
章
禽
に
就
く
と
雖
も
、
其

の
子
孫
部
族
は
猶
ほ
以
て
邊
に
陸
梁
す
る
に
足
れ
り
。
阿
里
骨
及
び
温

溪
心
は
皆
未
だ
成
順
せ
ず
。
恐
ら
く
は
諸
將
の
勝
つ
に
狃
う
て
功
を
徼

ま
さ
ん
こ
と
を
。
故
に
文
徳
を
以
て
之
を
来
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
東

坡
奏
議
に
其
の
事
を
述
す
る
こ
と
甚
だ
詳
か
な
り
。
…

オ

注

陸
梁
ハ
文
選
ノ
カ
タ
チ
續
（
注
）

ニ
ヲ
ド
ル
ト
ヨ
ム
。
イ
キ

11

03

ハ
タ
ハ
リ
タ
ル
形
ヲ
云
也
。

（
注
）
写
本
「
カ
タ
チ
読
」

【
次
韻
游
景
叔
聞
洮
河
捷
報
寄
諸
將
四
首
（
同
前
）
】
第
三
首

漢
得
洮
州
箭
有
神

漢
洮
州
を
得
て
箭
に
神
有
り
、

斬
關
禽
敵
不
逡
巡

關
を
斬
り
敵
を

禽

に
し
て
逡
巡
な
ら
ず
。

と
り
こ

ウ

不
逡
巡
三
字
、
言
ハ
ア
ワ
テ
ザ
ル
ナ
リ
。
シ
ト
〳
〵
ト
シ
テ
不

11

07

容
易
也
。
官
軍
ノ
體
如
此
。
漢
字
指
宋
。

【
次
韻
游
景
叔
聞
洮
河
捷
報
寄
諸
將
四
首
（
同
前
）
】
第
四
首

付
與
山
河
印
如
斗

山
河
を
付
與
し
て
印
斗
の
如
し
。

忍
爲
鼠
子
腹
心
人

忍
び
て
鼠
子
腹
心
の
人
と
爲
る
。

ウ

又
一
説
、
鬼
章
受
朝
恩
而
鼠
子
腹
心
ノ
人
ト
ナ
ル
ニ
シ
ノ
ビ
ウ

14

15

ス
ル
コ
ト
ガ
ク
セ
ゴ
ト
也
（
注
）

。

（
注
）
こ
の
条
、
写
本
に
無
し
。

【
次
韻
崔
伯
易
席
上
所
賦
因
以
贈
行
二
首
】
第
一
首

諸
郎
投
賜
沐

諸
郎
賜
沐
に
投
ず
。

高
㑹
惜
臨
分

高
㑹
分
か
れ
に
臨
む
こ
と
を
惜
し
む
。

オ

投
字
カ
コ
ツ
ク
ル
義
也
。

19

16

【
謝
景
叔
惠
冬
笋
雍
酥
水
梨
三
物
】

見
他
桃
李
憶
故
園

他
の
桃
李
を
見
て
故
園
を
憶
ふ
。

嚵
獠
應
殘
遶
牕
竹

嚵
獠
牕
を
遶
る
竹
を

殘

ふ
べ
し
。

そ
こ
な

〔
…
山
谷
此
詩
舊
本
云
、
惠
文
緑
籜
苞
一
束
、
園
丁
破
凍
取
寒

玉
…
〕
…
山
谷
の
此
の
詩
の
舊
本
に
云
く
、
惠
文
緑
籜
一
束
を
苞
む
。

園
丁
凍
を
破
り
て
寒
玉
を
取
る
。
…

オ

嚵
字
與
饞
同
字
。
注
云
饕
也
。
フ
タ
ウ
ナ
ル
義
也
。

33

16
ウ

園
丁
ー
謂
游
景
叔
之
園
官
サ
イ
ヱ
ム
ブ
ギ
ヤ
ウ
也
。
蓋
指
景
叔

33

13

之
家
奴
。

【
次
韻
幾
復
和
答
所
寄
】

地
褊
未
堪
長
袖
舞

地
褊
に
し
て
未
だ
長
袖
の
舞
に
堪
へ
ず
。

夜
寒
空
對
短
檠
燈

夜
寒
く
し
て
空
し
く
短
檠
の
燈
に
對
す
。

オ

地
褊
ー
褊
小
地
四
會
在
不
堪
長
袖
舞
ゾ
。
然
ド
モ
未
廢
學
業
也

37

04

（
注
）

。（
注
）
こ
の
条
、
写
本
に
無
し
。

【
次
韻
幾
復
和
答
所
寄
（
同
前
）】

相
看
鬢
髪
時
窺
鏡

鬢
髪
を
相
ひ
看
て
時
に
鏡
を
窺
ふ
。

曾
共
詩
書
更
曲
肱

曾
て
詩
書
を
共
に
し
て
更
に
肱
を
曲
ぐ
。

作
箇
生
涯
終
未
是

箇
の
生
涯
を
作
す
に
終
に
未
だ
是
な
ら
ず
。

こ
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故
山
松
長
到
天
藤

故
山
の
松
は
到
天
の
藤
を
長
ず
ら
ん
。

オ

山
谷
亦
跼
蹐
史
官
之
部
、
相
共
是
作
箇
生
涯
。
サ
シ
タ
ル
コ
ト

38

04

モ
ナ
シ
。
終
不
能
是
矣
。
…

巻
九
上

【
考
試
局
與
孫
元
忠
博
士
竹
間
對
窗
夜
聞
元
忠
誦
書
聲
調
悲
壯

戯
作
竹
枝
歌
三
章
和
之
】
題

〔
劉
禹
錫
竹
枝
辭
引
曰
、
…
…
有
淇
濮
之
艶
…
〕
劉
禹
錫
竹
枝

辭
引
に
曰
く
、
…
淇
濮
の
艶
有
り
。
…

ウ

淇
水
名
。
此
淇
ヲ
バ
媱
奔
之
義
ニ
ト
ル
、
非
淇
澳
之
章
義
也
。

02

17

【
題
伯
時
頓
塵
馬
】
題

ウ

頓
都
困
切
。
毛
晃
注
云
、
下
首
也
。
頓
塵
馬
ト
ハ
馬
ノ
コ
ロ
ビ

14

16

ヲ
ウ
ツ
ヲ
云
也
。
馬
ノ
頓
塵
者
人
之
浴
ス
ル
意
也
。

【
題
伯
時
頓
塵
馬
（
同
前
）】

竹
頭
搶
地
風
不
舉

竹
頭
地
に
搶
い
て
風
ふ
け
ど
も
舉
が
ら
ず
。

文
書
堆
案
睡
自
語

文
書
案
に

堆

く
し
て
睡
り
て
自
語
す
。

う
ず
た
か

〔
…
元
次
山
寱
論
曰
、
寐
中
寱
言
非
所
知
也
。
韻
書
云
、
寱
睡

語
也
〕
…
元
次
山
が
寱
論
に
曰
く
、
寐
中
の
寱
言
は
知
る
所
に
非
ざ

る
な
り
。
韻
書
に
云
く
、
寱
は
睡
語
な
り
。

ウ

睡
自
語
ー
ネ
ゴ
ト
ヲ
ス
ル
ヲ
睡
自
語
ス
ト
云
也
。

15

08
ウ

寱
、
牛
世
反
。
ネ
ゴ
ト
也
（
注
）

。

16

16（
注
）「
ネ
ゴ
ト
也
」、
写
本
に
無
し
。

【
出
禮
部
試
院
王
才
元
惠
梅
花
三
種
皆
妙
絶
戯
答
三
首
】
第
一

首

城
南
名
士
遣
春
來

城
南
の
名
士
春
を
遣
し
來
る
。

三
月
乃
見
臘
前
梅

三
月
に
乃
ち
臘
前
の
梅
を
見
る
。

定
知
鎻
著
江
南
客

定
め
て
知
る
、
江
南
の
客
を
鎖
著
す
る
こ
と
を
。

故
放
緑
隂
春
晚
回

故
に
緑
隂
を
放
し
、
春
晚
に
回
す
る
な
ら
ん
。

ゆ
る

ウ

江
南
客
指
梅
、
故
不
云
開
、
而
下
ノ
句
ニ
回
ト
云
也
…
才
元
則

33

07

花
ヲ
モ
悋
氣
シ
テ
、
ソ
コ
ツ
ニ
人
ニ
無
令
見
、
故
倩
春
寒
此
花
ヲ
悋
囊
入

レ
テ
鎖
着
セ
シ
メ
ヒ
ラ
カ
シ
メ
ズ
。
雖
然
イ
ツ
マ
デ
開
カ
セ
イ
デ
ヲ
ク
ベ

キ
ゾ
デ
ア
ル
ホ
ド
ニ
、
今
緑
隂
ノ
春
晩
ニ
ユ
ル
シ
テ
開
カ
シ
ム
ル
也
。
ヲ

シ
ケ
レ
ド
モ
、
山
谷
方
ヘ
タ
マ
ワ
リ
タ
ト
ス
イ
リ
ヤ
ウ
マ
ウ
ス
也
。
有
相

戯
之
義
也
。
朱
点
。

ウ

山
谷
久
在
試
院
、
鎖
着
セ
ラ
レ
、
今
出
試
院
、
回
寓
居
而
爲
山

33

17

谷
遲
開
歟
。
回
字
係
山
谷
。
花
ス
ラ
山
谷
ヲ
知
リ
相
開
ク
ニ
、
王
才
元
ガ

美
妾
ノ
阿
素
ハ
何
事
ゾ
。
不
尋
來
邪
。
是
亦
相
戯
之
義
也
。
墨
点
。

【
效
王
仲
至
少
監
詠
姚
花
用
其
韻
四
首
】
第
四
首

直
言
紅
塵
無
路
入

直

に
言
ふ
、
紅
塵
路
の
入
る
無
し
と
。

た
だ
ち

猶
傍
蜂
須
蝶
翅
來

猶
ほ
蜂
須
蝶
翅
に
傍
つ
て
來
る
。

そ

〔
蓋
以
戯
仲
至
。
老
杜
詩
、
花
蘂
上
蜂
須
。
又
詩
、
塵
沙
傍
蜂

蠆
〕
蓋
し
以
て
仲
至
に
戯
れ
け
ら
し
。
老
杜
が
詩
に
、
花
蘂
蜂
鬚
に

上
る
。
又
詩
に
、
塵
沙
蜂
蠆
に
傍
ふ
。

ウ

注

蓋
以
ー
王
仲
至
其
家
妾
ヲ
悋
囊
入
テ
ヲ
イ
タ
ホ
ド
ニ
、
山

43

12

谷
戯
作
此
詩
言
之
也
。

【
寄
杜
家
父
二
首
】
第
一
首

閑
情
欲
被
春
將
去

閑
情
春
に
將
ゐ
去
ら
れ
ん
と
欲
す
れ
ば
、

ひ
き
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鳥
喚
花
驚
只
麽
回

鳥
喚
び
花
驚
き
て
只
麽
に
回
る
。

し

も

か
へ

ウ

本
邦
諺
云
、
狂
人
走
非
狂
人
走
也
。
山
谷
與
彼
看
花
春
遊
之
人
、

44

10

被
春
風
牽
去
。
其
意
欲
飄
蕩
、
然
被
鳥
喚
老
狂
、
被
花
驚
老
狂
。
其
被
春

風
牽
去
之
意
ト
ツ
テ
回
ス
也
。

【
寄
杜
家
父
二
首
（
同
前
）】
第
二
首

風
塵
㸃
汙
青
春
靣

風
塵
青
春
の
靣
を
㸃
汙
す
。

自
汲
寒
泉
洗
醉
紅

自
ら
寒
泉
を
汲
み
て
醉
紅
を
洗
ふ
。

徑
欲
題
詩
嫌
浪
許

徑

に
詩
を
題
し
て
浪
り
に
許
さ
ん
こ
と
を
嫌
は
ん

た
だ
ち

み
だ

と
欲
す
れ
ど
も
、

杜
郎
覔
句
有
新
功

杜
郎
は
句
を
覔
め
て
新
功
有
れ
ば
な
り
。

オ

杜
郎
之
所
覔
山
谷
之
詩
、
要
其
斬
新
之
語
。
フ
ル
ク
サ
キ
詩
ヲ

45

11

バ
イ
ヤ
ト
云
也
。

【
謝
王
舍
人
剪
狀
元
紅
】
題

ウ

先
輩
云
、
本
邦
歌
云
、
ウ
ラ
シ
マ
ガ
ハ
コ
ネ
ノ
サ
ク
ラ
ヲ
シ
ム

47

06

ト
モ
ア
ケ
テ
ク
ヤ
シ
キ
風
ヤ
フ
カ
マ
シ
。
此
篇
同
意
。

【
戯
答
陳
季
常
寄
黄
州
山
中
連
理
松
枝
二
首
】
第
二
首

金
沙
灘
頭
鏁
子
骨

金
沙
灘
頭
の
鏁
子
骨
、

不
妨
隨
俗
蹔
嬋
娟

妨
げ
ず
、
俗
に
隨
て
蹔
嬋
娟
た
る
こ
と
を
。

オ

李
常
畏
其
奸
妬
之
事
、
道
理
タ
ヾ
ナ
カ
（
注
）

也
。
以
是
爲
戯
也
。

51

06（
注
）
写
本
「
連
理
タ
ナ
カ
」

【
次
韻
子
瞻
送
李
豸
】

雖
然
一
閧
有
竒
偶

然
り
と
雖
も
一
閧
竒
偶
有
り
。

こ
う

博
懸
於
投
不
在
德

博
は
投
に
懸
か
つ
て
徳
に
在
ら
ず
。

〔
…
法
言
曰
、
一
閧
之
市
必
立
之
平
…
〕
…
法
言
に
曰
く
、
一
閧

の
市
に
も
必
ず
之
を
平
し
き
に
立
つ
。
…

ひ
と

オ

注
、
平
ハ
本
邦
之
市
ノ
サ
カ
シ
ラ
ナ
リ
。

56

05

巻
九
下

【
次
韻
宋
懋
宗
三
月
十
四
日
到
西
池
都
人
盛
観
翰
林
公
出
遨
】

金
狨
繫
馬
曉
鶯
邊

金
狨
馬
を
繫
く
、
曉
鶯
の
邉
。

不
比
春
江
上
水
船

春
江
上
水
の
船
に
比
せ
ず
。

オ

金
狨
ハ
ク
ラ
ヲ
ヽ
イ
。
ハ
リ
ク
ラ
ト
云
ハ
非
也
。

02

01

【
次
韻
宋
懋
宗
三
月
十
四
日
到
西
池
…
（
同
前
）】

還
作
遨
頭
驚
俗
眼

還
た
遨
頭
と
作
つ
て
俗
眼
を
驚
か
す
。

な

風
流
文
物
屬
蘇
仙

風
流
の
文
物
蘇
仙
に
屬
す
。

オ

還
字
訓
却
、
非
來
帰
之
義
也
。
ナ
ン
ト
シ
テ
（
注
）

ノ
意
也
。

05

07（
注
）
写
本
「
ナ
ン
ト
シ
テ
モ
」

【
聽
宋
宗
儒
摘
阮
歌
】

貌
如
千
歳
枯
松
枝

貌
は
千
歳
の
枯
松
の
枝
の
如
し
。

落
魄
酒
中
無
定
止

酒
中
に
落
魄
と
し
て
定
止
無
し
。

オ

落
魄
ハ
ヲ
チ
ブ
レ
タ
ル
皃
也
…
…
注
又
ハ
ウ
タ
ウ
タ
ル
皃
ヲ
落

26

10

魄
ト
云
也
。【

自
門
下
後
省
歸
卧
酺
池
寺
觀
盧
鴻
草
堂
圖
】

黄
塵
逆
㡌
馬
辟
易

黄
塵
帽
を
逆
へ
て
馬
も
辟
易
す
。

む
か

歸
來
下
簾
卧
書
空

歸
り
來
り
て
簾
を
下
ろ
し
て
卧
し
て
空
に
書
す
。
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ウ

々
々
（
＝
辟
易
）
二
字
、
馬
ノ
ソ
バ
ヘ
ナ
ギ
レ
テ
ト
ビ
マ
ワ
ル

31

02

皃
也
。

【
題
子
瞻
枯
木
】

折
衝
儒
墨
陣
堂
々

衝
を
儒
墨
に
折
き
て
陣
堂
々
た
り
。

く
じ

書
入
顔
楊
鴻
鴈
行

書
は
顔
・
楊
が
鴻
鴈
の
行
に
入
る
。

オ

東
坡
之
文
章
大
才
、
於
儒
者
亦
無
敵
、
於
墨
者
亦
無
敵
。
東
坡

38

13

一
人
之
陣
、
堂
々
不
可
得
近
之
。
折
衝
ト
ハ
ア
タ
ル
カ
タ
キ
モ
ナ
シ
ト
云

義
也
。

ウ

樷
林
ノ
諺
云
、
テ
ガ
キ
シ
ヤ
ヲ
ミ
ヤ
ウ
（
注
）

ト
。
是
レ
ハ
ホ
ム

38

03

ル
ヤ
ウ
ニ
似
タ
レ
ド
モ
、
イ
タ
ヅ
ラ
モ
ノ
ヽ
ス
ル
ワ
ザ
ナ
リ
。
手
ハ
ス
リ

コ
ギ
ナ
リ
ト
モ
、
音
ツ
チ
ク
レ
鳩
ナ
リ
ト
モ
、
學
問
稽
古
コ
ソ
ア
リ
ガ
タ

ケ
レ
。（

注
）
写
本
「
シ
ヤ
ウ
ミ
ヤ
ウ
」

巻
十
上

【
次
韻
答
曹
子
方
雜
言
】

酺
池
寺
湯
餅
一
齋
盂

酺
池
寺
の
湯
餅
一
齋
盂
、

曲
肱
懶
著
書

肱
を
曲
げ
て
書
を
著
す
に

懶

し
。

も
の
う

オ

湯
餅
或
云
餛
（
注
）

飩
。
注
本
邦
之
ウ
ド
ン
。

04

12（
注
）
写
本
「
餛
」
に
傍
記
「
饂
歟
」。

【
次
韻
答
曹
子
方
雜
言
（
同
前
）】

往
時
盡
醉
冷
卿
酒

往
時
醉
を
盡
く
す
冷
卿
が
酒
。

侍
兒
琵
琶
春
風
手

侍
兒
の
琵
琶
春
風
の
手
。

オ

盡
醉
十
分
醉
也
。
注
杜
詩
云
、
毎
日
江
頭
盡
醉
帰
云
云
。
ト
ロ

05

13

リ
ト
醉
也
。【

次
韻
答
曹
子
方
雜
言
（
同
前
）】

當
年
聞
説
冷
卿
客

當
年
聞
き
説
く
冷
卿
が
客
、

そ
の
か
み

黄
須
鄴
下
曹
將
軍

黄
須
な
り
、
鄴
下
の
曹
将
軍
。

ウ

曺
將
軍
ト
ハ
、
指
任
城
威
王
曺
彰
。

06

17

【
次
韻
子
瞻
和
王
子
立
風
雨
敗
書
屋
有
感
】

婦
翁
不
可
撾

婦
翁

撾

つ
べ
か
ら
ず
。

む
ち
う

王
郎
非
嬌
客

王
郎
は
嬌
客
に
非
ず
。

〔
…
按
今
俗
間
以
壻
爲
嬌
客
〕
…
按
ず
る
に
今
の
俗
間
に
壻
を
以

て
嬌
客
と
爲
す
。

オ

本
邦
所
謂
之
諺
云
、婿
モ
舅
モ
モ
ロ
ハ
チ
是
也
…
…
嬌
客
ト
ハ
、

10

05

ズ
レ
メ
イ
テ
、
ビ
ム
シ
ヤ
ム
ト
ス
ル
者
ヲ
云
。
嬌
燕
、
嬌
鶯
等
嬌
亦
其
義

同
矣
。

【
次
韻
子
瞻
和
王
子
立
風
雨
敗
書
屋
有
感
（
同
前
）】

燕
雀
蚩
鴻
漸

燕
雀
は
鴻
の
漸
む
を

蚩

り
、

す
す

あ
ざ
け

犬
羊
睨
麟
獲

犬
羊
は
麟
の
獲
ら
る
る
を

睨

に
す
。

な
が
し
め

〔
…
春
秋
哀
公
十
四
年
、
西
狩
獲
麟
〕
…
春
秋
哀
公
十
四
年
、
西

の
か
た
狩
し
て
麟
を
獲
た
り
。

ウ

注
春
秋
左
氏
傳
經
ハ
コ
ヽ
マ
デ
ナ
リ
。
傳
ハ
哀
公
二
十
七
年
マ

13

12

デ
ナ
リ
。

【
次
韻
子
瞻
和
王
子
立
風
雨
敗
書
屋
有
感
（
同
前
）】

俗
情
傲
秦
贅

俗
情
は
秦
贅
に
傲
す
。
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婦
舎
不
煖
席

婦
舎
も
席
を
煖
め
ず
。

〔
漢
書
賈
誼
傳
曰
、
秦
人
家
貧
子
壯
則
出
贅
。
老
杜
詩
、
倚
著

如
秦
贅
。
淮
南
子
曰
、
墨
突
不
暇
黔
、
孔
席
不
及
煖
〕
漢
書
賈

誼
傳
に
曰
く
、
秦
人
家
貧
に
し
て
子
壯
な
る
則
ん
ば
出
て
贅
す
。
老
杜

詩
に
倚
著
し
て
秦
贅
の
如
し
。
淮
南
子
に
曰
く
、
墨
突

黔

す
に
暇
あ

く
ろ
ま

ら
ず
、
孔
席
煖
む
る
に
及
ば
ず
。

ウ

注
傲
秦
贅
ム
コ
ガ
ヲ
ヽ
ス
ル
ヲ
云
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
與
婦
舎
不
睦

15

09

…
贅
壻
ト
ハ
イ
リ
ム
コ
。
壻
婿
同
矣
。

オ

凡
男
附
婦
家
謂
之
贅
壻
。
タ
ト
ヘ
バ
人
ノ
身
ニ
フ
ス
ベ
、
コ
ブ

16

09

ノ
ツ
ク
ガ
如
シ
。

【
次
韻
子
瞻
和
王
子
立
風
雨
敗
書
屋
有
感
（
同
前
）
】

南
冶
從
東
家

南
・
冶
、
東
家
に
從
ふ
。

不
聞
被
嘲
劇

嘲
劇
を
被
る
こ
と
を
聞
か
ず
。

オ

南
容
、
孔
子
之
メ
イ
ム
コ
也
。
公
冶
長
、
一
名
芝
、
孔
子
之
ム

16

12

コ
也
。

【
嘲
小
徳
】

欲
嗔
王
母
惜

嗔
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
王
母
惜
む
。

い
た

稍
慧
女
兄
誇

稍
慧
に
し
て
女
兄
誇
る
。

け
い

〔
…
爾
雅
、
父
之
妣
爲
王
母
…
〕
…
爾
雅
に
、
父
の
妣
を
王
母
と

爲
す
。
…

ウ

此
聯
山
谷
相
嗔
ナ
ダ
ム
ル
義
也
…
…
尓
雅
ー
王
母
ト
ハ
ウ
バ

25

07

也
。
山
谷
母
李
大
夫
人
小
徳
ガ
タ
メ
ニ
ワ
ウ
バ
也
。

【
嘲
小
徳
（
同
前
）】

解
著
潛
夫
論

潛
夫
論
を
著
す
こ
と
を
解
せ
ば
、

不
妨
無
外
家

外
家
無
き
こ
と
を
妨
げ
ず
。

ウ

々
々
（
＝
外
家
）
ト
ハ
母
方
也
。

26

07

【
戯
答
張
祕
監
饋
羊
】

忍
令
無
罪
充
庖
宰

罪
無
き
を
し
て
庖
宰
に
充
て
し
む
る
に
忍
び
ん
や
。

留
與
兒
童
駕
小
車

兒
童
に
留
與
し
て
小
車
を
駕
せ
し
め
ん
。

ウ

庖
即
庖
厨
也
。
宰
調
肉
者
。
或
云
、
爼
槃
也
。
マ
ナ
イ
タ
ト
モ

28

11

訓
、
サ
ク
ト
モ
訓
、
又
ハ
ツ
カ
サ
ト
モ
訓
ズ
。

【
戯
答
王
定
國
題
門
兩
絶
句
】
第
一
首

非
復
三
五
少
年
日

復
た
三
五
少
年
の
日
に
非
ず
。

把
酒
償
春
頰
生
紅

酒
を
把
り
て
春
を

償

ふ
と
も
頰
に
紅
を
生
ぜ
ん
や
。

つ
ぐ
の

〔
摭
言
、
薛
逢
語
新
進
士
曰
、
老
婆
三
五
少
年
時
、
也
曽
東
塗

西
抹
來
、
退
之
嘲
少
年
曰
、
直
把
春
償
酒
、
都
將
命
乞
花
…
〕

摭
言
に
薛
逢
が
新
進
士
に
語
り
て
曰
く
、
老
婆
三
五
少
年
の
時
、
也
た

曽
て
東
に
塗
り
西
に
抹
し
來
る
。
退
之
、
少
年
を
嘲
り
て
曰
く
、
直
ち

に
春
を
把
り
て
酒
を
償
の
ふ
。
都
て
命
を
將
て
花
を
乞
ふ
。
…

ウ

本
邦
諺
云
、
ア
マ
ガ
髪
モ
タ
ケ
ニ
サ
ウ
シ
。

29

15

【
戯
答
王
定
國
題
門
兩
絶
句
（
同
前
）
】
第
一
首

白
鷗
入
羣
頗
相
委

白
鷗
羣
に
入
れ
ど
も
頗
る
相
ひ
委
す
。

不
謂
驚
起
來
賓
鴻

謂
は
ざ
り
き
、
來
賓
の
鴻
を
驚
起
せ
ん
と
は
。

お
も

〔
荘
子
曰
、
入
獣
不
乱
群
、
委
謂
諳
識
也
…
〕
荘
子
に
曰
く
、

獣
に
入
り
て
も
群
を
乱
さ
ず
。
委
と
は
諳
識
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
…

ウ

注

委
謂
諳
識
也
。
蓋
委
悉
之
義
也
。
ヨ
ク
シ
リ
タ
ト
云
意
也
。

30

04



- 38 -

【
戯
答
王
定
國
題
門
兩
絶
句
（
同
前
）】
第
二
首

頗
知
歌
舞
無
竅
鑿

頗
る
歌
舞
す
る
こ
と
を
知
れ
ど
も
竅
鑿
無
し
。

我
心
塊
然
如
帝
江

我
が
心
塊
然
と
し
て
帝
江
の
如
し
。

ウ

謹
白
山
谷
殿
道
者
ノ
タ
チ
カ
ヘ
リ
コ
ソ
コ
ワ
ウ
サ
ウ
ヘ
。

31

03

【
清
人
怨
戯
效
徐
庾
慢
體
三
首
】
第
一
首

莫
藏
春
笋
手

春
笋
の
手
を
藏
す
こ
と
莫
か
れ
。

且
爲
剥
蓮
蓬

且
つ
爲
に
蓮
蓬
を
剥
せ
よ
。

オ

蓬
字
草
ノ
名
ナ
レ
ド
モ
、
イ
ガ
ア
ル
物
ヲ
蓬
ト
云
。
栗
棘
蓬
類

34

06

是
也
。
蓮
實
其
末
尖
而
如
有
刺
、
故
云
蓮
蓬
ト
カ
ド
〳
〵
シ
キ
貌
也
。
此

一
聯
、
言
ハ
、
イ
ク
ラ
モ
柔
輭
ナ
レ
、
カ
ド
〳
〵
シ
ク
ナ
ア
リ
ソ
ノ
義
。

面
白
ク
ヨ
ソ
ヘ
テ
云
也
。

【
清
人
怨
戯
效
徐
庾
慢
體
三
首
（
同
前
）】
第
二
首

翡
翠
釵
梁
碧

翡
翠
釵
梁
碧
な
り
。

石
榴
裙
摺
紅

石
榴
裙
摺
紅
な
り
。

〔
庾
信
蕩
子
賦
、
珮
珠
翠
的
、
釵
梁
粟
鈿
…
〕
庾
信
が
蕩
子
賦

に
、
珮
珠
は
翠
的
、
釵
梁
は
粟
鈿
な
り
。
…

ウ

叙
梁
亦
其
類
、
釵
ノ
シ
メ
也
（
注
）

。

34

02
ウ

注

蕩
子
ー
蕩
子
ト
ハ
商
人
也
。
賈
人
之
婦
ハ
一
生
ル
ス
ニ
イ

34

04

ル
。

（
注
）
写
本
「
釵
ノ
シ
ム
也
」

【
清
人
怨
戯
效
徐
庾
慢
體
三
首
（
同
前
）】
第
二
首

聞
道
西
飛
燕

聞
く
な
ら
く
西
飛
の
燕
、

將
隨
北
固
鴻

將
に
北
固
の
鴻
に
随
は
ん
と
す
。

〔
古
樂
府
曰
、
東
飛
伯
勞
西
飛
燕
、
黄
姑
阿
母
時
相
見
…
〕
古

樂
府
に
曰
く
、
東
飛
の
伯
勞
、
西
飛
の
燕
、
黄
姑
・
阿
母
・
時
に
相
ひ

見
る
。
…

ウ

伯
勞
ム
ス
。
黄
姑
ハ
牽
牛
星
也
。

34

17

【
清
人
怨
戯
效
徐
庾
慢
體
三
首
（
同
前
）】
第
二
首

鴛
鴦
㑹
獨
宿

鴛
鴦

㑹

獨
り
宿
せ
ん
。

た
ま
た
ま

風
雨
打
船
蓬

風
雨
船
蓬
を
打
つ
。

〔
…
杜
詩
、
合
歓
尚
知
時
、
鴛
鴦
不
獨
宿
〕
…
老
杜
詩
に
、
合

歓
だ
も
尚
ほ
時
を
知
る
。
鴛
鴦
は
獨
宿
せ
ず
。

オ

本
邦
之
貞
女
、
想
其
夫
之
行
、
歌
云
、
風
吹
ヲ
キ
ツ
白
波
タ
ツ

35

05

タ
山
夜
半
ニ
ヤ
君
獨
行
ラ
ム
（
注
）

。
貞
女
ハ
伊
勢
ト
云
美
人
、
伊
勢
モ
ノ

ガ
タ
リ
ノ
伊
勢
也
。
夫
ハ
成
平
ノ
タ
ツ
タ
ヘ
カ
ヨ
ワ
ル
ヽ
時
、
其
路
ガ
ウ

ダ
フ
多
シ
。
白
波
ト
ハ
ガ
ウ
ダ
フ
、
ヌ
ス
人
ヲ
云
。
伊
勢
ソ
レ
ヲ
カ
ナ
シ

ミ
テ
ヨ
メ
ル
歌
也
。

ウ

陳
后
山
詩
云
、
探
囊
一
試
合
昏
湯
。
本
邦
所
謂
ネ
ム
ノ
木
也
。

35

08（
注
）
写
本
「
君
独
行
ラ
ム
」

キ
ミ
ガ

リ

ク

巻
十
下

【
戯
答
俞
清
老
道
人
寒
夜
三
首
（
同
前
）】
第
一
首

馬
嘶
車
鐸
鳴

馬
嘶
い
て
車
鐸
鳴
る
。

羣
動
不
遑
安

羣
動

遑

安
か
ら
ず
。

い
と
ま
あ
き

ウ

此
一
聯
擧
紛
閙
之
境
、
京
師
車
塵
馬
足
之
羣
動
、
最
可
厭
之
地
、

06

02

清
老
持
佛
堂
房
主
ニ
シ
ク
タ
ビ
レ
テ
、
却
甘
此
紛
々
閙
々
之
境
。
蓋
見
坐

寂
寥
之
境
故
也
。
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【
戯
答
俞
清
老
道
人
寒
夜
三
首
（
同
前
）】
第
一
首

平
明
視
清
鏡

平
明
に
清
鏡
を
視
る
。

政
爾
良
獨
難

政
爾
と
し
て
良
に
獨
り
難
し
。

オ

凡
黎
明
ト
云
ハ
、
將
明
之
時
。
黎
或
作
犁
字
。
遲
明
ト
云
ハ
、

07

04

明
ヲ
待
義
也
。
遲
字
、
去
聲
。
平
明
ト
云
ハ
、
夜
ア
ケ
ハ
ナ
レ
タ
ル
時
ヲ

云
。
張
祐
詩
云
、
平
明
騎
馬
入
金
門
。

【
東
觀
讀
未
見
書
】

漢
規
羣
玉
府

漢
羣
玉
の
府
に
規
つ
て
、

の
つ
と

東
觀
近
宸
居

東
觀
宸
居
に
近
し
。

オ

規
ト
ハ
地
ワ
リ
コ
シ
ラ
ル
（
注
）

ヲ
云
。

18

12（
注
）
写
本
「
コ
シ
ラ
ユ
ル
」

【
被
褐
懷
珠
玉
】

國
士
懷
珠
玉

國
士
に
し
て
珠
玉
を
懷
く
も
の
、

通
津
不
易
扛

通
津
は
扛
げ
易
か
ら
ず
。

あ

ウ

樵
云
、
通
津
者
ヒ
ヤ
ウ
ゴ
、
ア
マ
ガ
サ
キ
ノ
樣
ナ
ル
所
モ
（
注
）

21

15

此
重
寶
ヲ
バ
イ
ダ
シ
テ
公
方
ヘ
マ
イ
ラ
セ
ズ
。

（
注
）
写
本
「
所
ヨ
リ
モ
」

【
被
褐
懷
珠
玉
（
同
前
）
】

彈
雀
輕
千
仞

雀
を
彈
じ
て
千
仞
を
輕
く
せ
ん
や
。

連
城
貫
一
雙

連
城
一
雙
を
買
は
ん
。

オ

輕
千
仞
（
注
）

、
コ
レ
ハ
上
古
之
点
也
。

23

12（
注
）
写
本
「
軽
レ

千
仞
ヲ

」

【
被
褐
懷
珠
玉
（
同
前
）
】

安
知
藍
縷
底

安
く
ん
ぞ
知
ら
ん
、
藍
縷
の
底
に
、

明
月
弄
寒
江

明
月
寒
江
を
弄
す
る
こ
と
を
。

ウ

藍
縷
本
邦
所
謂
ツ
ヾ
リ
也
。

23

09

【
款
塞
來
享
】
題

〔
元
祐
三
年
、
夏
人
遣
使
謝
封
冊
。
故
以
命
題
…
〕
元
祐
三
年
、

夏
人
使
ひ
を
し
て
封
冊
を
謝
せ
し
む
。
故
に
以
て
命
題
す
。
…

オ

元
祐
三
年
、
西
夏
主
乾
順
遣
使
謝
封
冊
也
。
其
封
國
之
詔
冊
也
。

24

16

本
邦
所
謂
ツ
ギ
メ
ノ
御
判
等
是
也
。

【
款
塞
來
享
（
同
前
）】

永
輸
量
谷
馬

永
く
谷
を
量
る
馬
を
輸
す
。

い
た

不
作
觸
藩
羝

藩
に
觸
る
る
羝
と
作
ら
ず
。

か
き

オ

谷
ト
ハ
馬
ノ
マ
キ
ヲ
指
也
。

27

05

【
次
韻
答
秦
少
章
乞
酒
】

詩
來
獻
窮
状

詩
來
り
て
窮
状
を
獻
ず
。

水
餅
嚼
冰
蔬

水
餅
冰
蔬
を
嚼
む
。

ウ

本
邦
野
語
云
、
小
麺
餅
之
水
ヅ
ケ
モ
コ
ノ
ミ
ゴ
ノ
ミ
。
以
麺
麥

37

01

粉
造
モ
ノ
皆
謂
之
餅
也
。
氷
蔬
ハ
東
損
（
注
）

之
菜
蔬
也
。

（
注
）
写
本
「
凍
損
」

巻
十
一
上

【
頤
軒
詩
六
首
并
序
】
序
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髙
君
素
作
頤
軒
請
予
賦
詩
。
予
爲
説
其
義
曰
、
在
易
之
頤
、
觀
頤
。

自
求
口
實
。
其
傳
曰
、
觀
頤
觀
其
所
養
也
。
自
求
口
實
觀
其
自
養
也
。

…髙
君
素
頤
軒
を
作
て
予
に
請
て
詩
を
賦
せ
し
む
。
予
爲
め
に
其
の
義
を
説
て

曰
く
、
易
の
頤
に
在
り
、

頤

ふ
を
觀
る
。
自
ら
口
實
を
求
る
ぞ
。
其
傳
に
曰

や
し
な

く
、
頤
を
觀
る
と
は
其
の
養
ふ
所
を
觀
る
ぞ
。
自
ら
口
實
を
求
る
と
は
其
の

自
ら
養
ふ
を
觀
る
ぞ
。
…

オ

尚
書
及
叢
話
之
所
謂
口
實
、
其
義
ハ
ツ
ネ
〴
〵
タ
ヱ
ズ
ク
チ
ズ

04

13

サ
ミ
ニ
ユ
イ
出
ス
ヲ
爲
口
實
也
。
易
所
謂
之
口
實
、
其
義
頗
異
。
故
并
録

之
。

【
頤
軒
詩
六
首
并
序
】
第
五
首

樞
機
要
發
遲

樞
機
は
發
す
る
こ
と
の
遲
か
ら
ん
こ
と
を
要
す
。

飲
食
戒
味
厚

飲
食
は
味
の
厚
き
こ
と
を
戒
む
。

漁
人
溺
於
波

漁
人
は
波
に
溺
れ
、

君
子
溺
於
口

君
子
は
口
に
溺
る
。

〔
…
此
詩
旧
本
云
、
小
人
溺
於
水
、
君
子
溺
於
口
。
古
来
犯
時

機
。
惟
此
没
粱
斗
。
按
秦
再
思
紀
異
録
曰
、
高
駢
命
酒
佐
薛
濤

改
一
字
令
。
駢
曰
、
口
有
似
没
粱
斗
。
濤
曰
、
川
有
似
三
條
椽
〕

…
此
の
詩
の
旧
本
に
云
く
、
小
人
は
水
に
溺
れ
、
君
子
は
口
に
溺
る
。

古
来
時
を
犯
す
こ
と
機
ば
く
ぞ
。
惟
だ
此
れ
粱
斗
を
没
る
る
。
秦
再
思

い

が
紀
異
録
を
按
ず
る
に
曰
く
、
高
駢
酒
佐
の
薛
濤
に
命
じ
て
一
字
を
改

め
て
令
す
。
駢
が
曰
く
、
口
は
粱
斗
を
没
す
る
に
似
る
こ
と
有
り
。
濤

が
曰
く
、
川
は
三
條
椽
に
似
る
こ
と
有
り
。

ウ

又
有
一
説
云
、
没
梁
斗
ト
ハ
フ
チ
ノ
離
テ
ナ
キ
斗
マ
ス
ヲ
云
。

14

09

是
亦
理
通
矣
。
一
字
令
ト
ハ
一
字
之
謎
語
也
。
一
條
曲
ト
ハ
川
字
或
作
匣
。

蓋
三
條
之
中
一
條
曲
也
。

【
記
夢
】

借
問
琵
琶
得
聞
否

借
問
す
、
琵
琶
聞
く
こ
と
を
得
ん
や
否
や
を
。

霊
君
色
荘
妓
揺
手

霊
君
色

荘

か
に
し
て
妓
手
を

揺

す
。

を
ご
そ

う
ご
か

ウ

借
問
二
字
、
文
選
ニ
ハ
借
問
（
注
）

ト
二
字
ヲ
一
字
ニ
訓
也
。

22

16（
注
）
写
本
「
借
問
」

ト

ウ

【
同
元
明
過
洪
福
寺
戯
題
】

春
殘
已
是
風
和
雨

春
は
殘
り
て
已
に
是
れ
風
雨
に
和
す
。

更
着
遊
人
撼
落
花

更
に
遊
人
を
着
け
て
花
を
撼
落
す
。

〔
舊
本
有
山
谷
序
云
、
三
月
中
同
呂
元
明
畢
公
叔
至
洪
福
寺
。

見
元
明
壁
間
舊
題
云
、
与
晋
之
醉
後
使
騎
升
木
撼
花
。
以
爲
笑

戯
題
〕
舊
本
に
山
谷
の
序
有
り
て
云
く
、
三
月
の
中
に
呂
元
明
畢
公

叔
と
同
じ
く
洪
福
寺
に
至
る
。
元
明
が
壁
間
の
舊
題
を
見
る
に
云
く
、

晋
之
と
醉
後
に
騎
を
し
て
木
に
升
せ
て
花
を
撼
か
さ
し
む
。
以
て
笑
戯

を
爲
し
て
題
す
と
。

ウ

使
騎
ー
騎
ト
ハ
伴
ツ
ル
ヽ
騎
馬
殿
原
也
。
即
殿
罷
羅
也
。

24

01
ウ

此
末
聯
、
蓋
言
、
残
春
無
幾
、
明
朝
若
風
雨
、
則
花
可
落
盡
也
。

25

15

ト
テ
モ
ノ
コ
ト
ニ
使
騎
者
之
殿
罷
羅
、
登
木
撼
花
、
看
如
雪
而
落
、
爲
一

場
之
戯
事
也
。

【
戯
答
晁
深
道
乞
消
梅
二
首
】
題

ウ

東
都
事
畧
以
晁
深
道
、
爲
晁
无
咎
之
従
弟
。
従
弟
ハ
イ
ト
コ
也
。

26

13

【
戯
答
晁
深
道
乞
消
梅
二
首
（
同
前
）】
第
一
首
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蒸
豆
作
烏
塩
作
白

豆
を
蒸
し
て
は
烏
と
作
し
、
塩
は
白
と
作
す
。

屬
聞
丹
杏
薦
牙
盤

屬

聞
く
、
丹
杏
の
牙
盤
に
薦
む
る
こ
と
を
。

こ
の
こ
ろ

〔
…
盧
氏
雜
説
曰
、
御
厨
進
饌
、
用
九
飣
食
。
以
牙
盤
九
枚
。

裝
食
味
於
其
間
。
詩
意
謂
當
梅
實
槁
悴
失
性
之
時
、
丹
杏
方
蒙

献
御
之
寵
。
…
〕
…
盧
氏
雜
説
に
曰
く
、
御
厨
饌
を
進
る
に
、
九
飣

の
食
を
用
ゆ
。
牙
盤
九
枚
を
以
て
す
。
食
味
を
其
の
間
に
裝
ふ
。
詩
の

意
は
梅
實
の
槁
悴
し
て
性
を
失
す
る
の
時
に
當
り
て
、
丹
杏
方
に
御
に

献
ず
る
の
寵
を
蒙
る
こ
と
を
謂
へ
り
。
…

ウ

九
飣
食
ト
ハ
天
子
不
喫
御
、
以
九
枚
之
牙
盤
盛
之
、
具
饌
。
本

28

06

邦
諸
侯
往
々
用
此
義
。
装
食
味
於
其
間
。
蓋
具
食
味
必
不
喫
之
也
。
梅
實

槁
悴
ト
ハ
或
烏
梅
・
糖
梅
等
、
造
之
時
失
梅
之
本
性
也
。

【
次
韻
子
實
題
少
章
寄
寂
齋
】

余
欲
造
之
深

余
れ
之
に
造
る
こ
と
を
深
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。

い
た

抽
琴
去
其
軫

琴
を
抽
て
其
の
軫
を
去
く
。

さ

〔
…
韓
詩
外
傳
曰
、
孔
子
南
遊
適
楚
。
至
於
阿
谷
之
隧
、
有
処

子
佩
瑱
而
浣
者
。
孔
子
抽
琴
、
去
其
軫
、
以
授
子
貢
曰
、
善
爲

之
辞
以
觀
其
語
。
此
借
用
以
明
寄
寂
之
意
〕
…
韓
詩
外
傳
に
曰

く
、
孔
子
南
に
遊
ん
で
楚
に
適
く
。
阿
谷
の
隧
に
至
る
に
、
処
子
の
瑱

ゆ

を
佩
び
て
浣
ふ
者
有
り
。
孔
子
琴
を
抽
ん
で
て
、
其
の
軫
を
去
け
て
、

あ
ら

さ

以
て
子
貢
に
授
け
て
曰
く
、
善
く
之
が
爲
に
辞
を
以
て
其
の
語
を
觀
よ
。

此
に
は
借
り
用
て
以
て
寄
寂
の
意
を
明
か
す
。

ウ

去
其
軫
抽
琴

琴
ヲ
嚢
中
ヨ
リ
ト
リ
出
ス
義
也
。
去
軫
之
琴
ヲ

33

05

授
子
貢
、
彼
處
子
ヲ
試
ミ
ン
ト
要
ス
ル
也
。
善
ク
爲
之
辭
。
以
觀
其
語
ー

其
語
ト
ハ
指
處
子
之
語
也
。

【
次
韻
孫
子
實
寄
少
游
】

難
甘
呼
尓
食

呼
尓
の
食
を
甘
な
は
ん
こ
と
を
難
し
と
し
て
、

聊
寄
粲
然
囅

聊
か
粲
然
の
囅
を
寄
す
。

〔
孟
子
曰
、
嘑
尓
而
与
之
、
行
道
之
人
弗
受
。
注
云
、
嘑
尓
猶

呼
尓
。
咄
啐
之
皃
也
。
粲
然
見
上
注
〕
孟
子
曰
、
嘑
尓
と
し
て
之

を
与
ふ
る
こ
と
は
、
行
道
の
人
だ
も
受
け
ず
。
注
に
云
く
、
嘑
尓
は
猶

呼
尓
の
ご
と
し
。
咄
啐
の
皃
な
り
。
粲
然
は
上
注
を
見
よ
。

オ

其
一
云
、
雖
見
嗟
來
呼
尓
之
食
、
外
相
、
則
辴
然
ト
ニ
コ
〳
〵

44

16

ト
ウ
チ
笑
テ
、
恩
（
注
）

ヲ
バ
ハ
ツ
タ
ト
ヒ
カ
ヘ
テ
不
受
。
蓋
與
士
生
天
地

之
一
聯
相
應
也
。
某
謂
、
此
説
優
也
。
此
一
聯
亦
指
少
游
也
。

（
注
）
写
本
「
内
心
」

【
戯
書
秦
少
游
壁
】
題

〔
觀
此
詩
意
、
當
是
少
游
過
南
京
有
所
盻
。
主
翁
待
少
游
厚
。

欲
令
従
帰
而
其
家
難
之
也
。
…
…
宋
都
今
南
京
。
宋
父
指
南
京

主
翁
。
…
〕
此
の
詩
の
意
を
觀
る
に
、
當
に
是
れ
少
游
南
京
に
過
て

盻
す
る
所
有
り
。
主
翁
少
游
を
待
す
る
こ
と
厚
し
。
從
帰
せ
し
め
ん
と

欲
す
れ
ど
も
而
れ
ど
も
其
の
家
之
を
難
む
。
…
…
宋
都
は
今
の
南
京
な

は
ば

り
。
宋
父
と
は
南
京
の
主
翁
を
指
す
ぞ
。
…

ウ

題
注

主
翁
ト
ハ
、
所
盻
之
新
妾
之
父
ヲ
指
ス
。
少
游
ヲ
ヨ
ク

46

15

待
也
。

オ

其
家
難
之
也
。
言
少
游
本
夫
人
、
難
所
盻
之
新
妾
、
其
家
ト
ハ

47

02

指
本
夫
人
也
。

オ

文
集
ニ
ハ
作
秦
氏
庭
烏
、
内
集
作
秦
氏
烏
生
ー
此
注
用
豫
音
（
注
）

47

04

文
集
也
。

（
注
）
写
本
「
豫
章
」
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【
戯
書
秦
少
游
壁
（
同
前
）】

微
服
過
宋
風
退
飛

微
服
し
て
宋
に

過

て
風
に
退
飛
す
。

よ
ぎ
り

宋
父
擁
篲
待
來
歸

宋
父
篲
を
擁
し
て
來
り
歸
る
を
待
つ
。

誰
饋
百
牢
鸜
鵒
妃

誰
か
百
牢
を
饋
る
に
鸜
鵒
を

妃

に
せ
ん
。

お
く

た
ぐ
ひ

〔
孟
子
曰
、
孔
子
微
服
而
過
宋
。
…
〕
孟
子
に
曰
く
、
服
を
微
し

て
宋
に
過
る
。
…

よ
ぎ

オ

注

孟
子
ー
微
服
ハ
打
眠
テ
タ
チ
也
。

48

07

【
戯
書
秦
少
游
壁
（
同
前
）】

憶
炊
門
牡
烹
伏
雌

憶
ふ
、
門
牡
を
炊
い
で
伏
雌
を
烹
し
こ
と
を
。

か
し

未
肯
增
巢
令
汝
棲

未
だ
肯
て
巢
を
增
し
て
汝
を
し
て
棲
ま
し
め
ず
。

オ

胡
爲
今
移
情
於
新
妾
、
欲
棄
擲
吾
邪
、
ツ
ラ
ニ
ク
サ
ヨ
。

50

11

【
戯
書
秦
少
游
壁
（
同
前
）】

莫
愁
野
雉
疎
家
雞

愁
る
こ
と
莫
か
れ
、
野
雉
の
家
雞
を
疎
ん
ず
る
こ
と

を
。

但
願
主
人
印
纍
纍

但
願
は
く
は
主
人
の
印
の
纍
纍
た
ら
ん
こ
と
を
。

〔
恐
以
新
間
舊
也
。
法
書
苑
云
、
庾
翼
字
稚
恭
、
善
草
隷
。
在

荆
州
与
都
下
書
云
、
小
兒
輩
乃
輕
家
雞
愛
野
雉
。
皆
斈
逸
少
。

漢
書
石
顯
傳
、
民
歌
之
曰
、
牢
邪
、
石
邪
、
五
鹿
客
邪
、
印
何

纍
纍
綬
若
若
邪
。
注
云
、
纍
纍
重
積
也
。
主
人
謂
少
游
〕
新
し

き
こ
と
を
以
て
舊
に
間
ゆ
る
こ
と
を
恐
る
。
法
書
苑
に
云
く
、
庾
翼
字

ま
じ

は
稚
恭
、
草
隷
を
善
く
す
。
荆
州
に
在
て
都
下
に
与
ふ
る
書
に
云
く
、

小
兒
の
輩
乃
ち
家
雞
を
輕
ん
じ
て
野
雉
を
愛
す
。
皆
逸
少
を
斈
ぶ
と
い

へ
り
。
漢
書
に
石
顯
が
傳
に
、
民
之
を
歌
て
曰
く
、
牢
か
、
石
か
、
五

鹿
の
客
か
、
印
何
ぞ
纍
纍
と
し
て
綬
若
若
た
る
か
。
注
に
云
く
、
纍
纍

は
重
積
な
り
。
主
人
と
は
少
游
を
謂
ふ
。

ウ

此
一
聯
、
山
谷
向
本
夫
人
ナ
タ
ム
ル
謂
也
。
野
雉
指
新
妾
、
家

50

05

雞
指
本
夫
人
。
言
莫
愁
因
有
新
妾
。
疎
本
夫
人
其
侍
妾
之
衆
多
ナ
ル
ハ
士

之
常
也
。
ソ
レ
ニ
ツ
イ
テ
モ
但
少
游
殿
ガ
富
貴
ニ
ナ
リ
テ
、
印
累
々
ト
帯

ビ
ン
コ
ト
ヲ
ネ
ガ
ウ
ベ
シ
。
富
貴
ニ
ダ
ニ
モ
ナ
ラ
レ
タ
ラ
バ
妻
妾
多
ト
モ

各
活
計
至
樂
之
中
ニ
一
生
ヲ
送
ル
ベ
シ
。
天
神
地
祇
ニ
イ
ノ
リ
テ
モ
タ
ノ

シ
ウ
ナ
ラ
レ
ヨ
。
主
人
ト
ハ
指
少
游
也
。
此
以
衆
禽
建
立
、
天
社
子
細
註

之
。

注
、
恐
以
新
間
舊
、
言
本
夫
人
因
新
妾
ス
テ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
。

家
雞
ト
ハ
庾
翼
自
比
、
野
鶩
ト
ハ
指
王
逸
少
也
。

【
贈
秦
少
儀
（
同
前
）】

汝
南
許
文
休

汝
南
の
許
文
休
、

馬
磨
自
衣
食

馬
磨
し
て
自
ら
衣
食
す
。

但
聞
郡
功
曹

但
聞
く
、
郡
の
功
曹
、

滿
世
名
籍
籍

世
に
滿
ち
て
名
の
籍
籍
た
る
こ
と
を
。

〔
蜀
志
許
靖
字
文
休
、
汝
南
平
輿
人
。
少
与
從
弟
劭
俱
知
名
。
而
私

情
不
協
、
劭
爲
郡
功
曹
。
排
擯
靖
不
得
齒
叙
、
以
馬
磨
自
給
。
…
〕

蜀
志
に
許
靖
字
は
文
休
、
汝
南
平
輿
人
な
り
。
少
く
し
て
從
弟
の
劭
と
俱
に

わ
か

名
を
知
ら
る
。
而
れ
ど
も
私
情
協
は
ず
、
劭
は
郡
の
功
曹
と
爲
る
。
靖
を
排

か
な

擯
し
て
齒
叙
も
得
ず
、
馬
磨
を
以
て
自
ら
給
す
。
…

オ

許
文
休
貧
而
馬
磨
之
奉
行
ヲ
シ
テ
、
質
朴
ニ
シ
テ
、
賃
ヲ
取
テ

53

13

供
衣
食
也
。
従
弟
ハ
功
曺
ノ
官
ニ
成
リ
聲
名
早
達
也
。

【
贈
秦
少
儀
（
同
前
）】
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吾
蚤
知
有
覯

吾
蚤
く
覯
有
る
こ
と
を
知
る
。

而
不
知
有
覿

而
も
覿
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
。

少
儀
袖
詩
來

少
儀
詩
を
袖
に
し
來
る
。

剖
蚌
珠
的
皪

蚌
を
剖
い
て
珠
的
皪
た
り
。

て
き
れ
き

ウ

言
山
谷
蚤
知
秦
少
章
之
才
名
、
而
未
知
秦
少
儀
也
。
モ
ト
ヨ
リ

55

08

秦
少
游
殿
ノ
コ
ト
（
注
）

ハ
中
〳
〵
不
及
論
之
也
。

（
注
）
写
本
「
ト
ト
」

巻
十
一
下

【
題
浄
因
壁
二
首
】
第
一
首

瞑
倚
蒲
團
挂
鉢
囊

瞑
に
蒲
團
に
倚
て
鉢
囊
を
挂
く
。

か

ウ

瞑
字
、
両
点
外
、
又
訓
瞑
（
注
）

。
々
蓋
目
ヲ
ク
イ
フ
サ
イ
デ
タ

01

01

ル
ミ
カ
エ
シ
テ
イ
タ
ル
皃
也
。
真
箇
ネ
ム
ル
ニ
ワ
ア
ラ
ズ
。
或
説
云
、
第

一
句
還
家
隠
坐
之
義
也
。
此
説
甚
不
可
矣
。

（
注
）
写
本
「
又
訓

瞑

」
。
ま
た
掲
出
字
「
瞑
」
左
右
に
「
ミ
ヤ
ウ
シ

ー
ス

メ
マ
イ
シ
テ
ト

レ

テ
」「
ネ
ム
ツ
テ
（
朱
書
）」
の
二
訓
を
掲
げ
る
。

【
北
牎
】

緑
隂
黄
鳥
北
牎
簟

緑
隂
黄
鳥
北
牎
の

簟

。

た
か
む
し
ろ

付
與
來
禽
安
石
榴

來
禽
の
安
石
榴
に
付
與
す
。

オ

タ
ノ
ミ
シ
花
モ
緑
陰
ト
ナ
リ
、
ミ
カ
タ
セ
シ
鶯
モ
ハ
ヤ
其
ノ
聲

09

17

ヲ
夏
ニ
變
ズ
。
北
窓
ノ
簞
ニ
山
谷
高
臥
シ
テ
シ
ヅ
カ
ニ
キ
イ
テ
、
不
及
嗟

嘆
ハ
ヤ
来
禽
ノ
リ
ム
ゴ
モ
石
榴
ノ
黨
モ
、
ノ
ヽ
メ
キ
タ
チ
テ
、
次
第
ニ
茂

長
。
々
々
セ
バ
茂
長
セ
ヨ
ト
ウ
チ
フ
テ
ヽ
イ
ル
マ
デ
也
。
此
篇
往
々
有
邪

説
。
故
子
細
下
觜
而
已
。

【
出
城
送
客
過
故
人
東
平
侯
趙
景
珍
墓
】

朱
顔
苦
留
不
肯
住

朱
顔

苦

に
留
む
れ
ど
も
肯
へ
て
住
ま
ら
ず
。

ね
ん
ご
ろ

と
ど

白
髪
政
爾
欺
得
人

白
髪
政
爾
と
し
て
人
を
欺
き
得
た
り
。

オ

政
尓
ト
ハ
ソ
ツ
ト
ノ
ア
イ
ダ
ト
云
義
也
。

30

05

【
黄
潁
州
挽
詞
三
首
】
第
二
首

不
謂
三
日
別

謂
は
ざ
り
き
、
三
日
も
別
れ
ん
と
は
。

お
も

今
成
萬
事
空

今
萬
事
空
と
成
ら
ん
と
す
。

オ

三
日
別
有
二
説
。
其
一
云
、
不
謂
只
両
三
日
之
別
離
ナ
ラ
ン
ト

35

13

ヲ
モ
フ
タ
レ
バ
、
今
已
長
離
別
、
萬
事
成
空
也
。

【
叔
父
給
事
挽
詞
十
首
】
第
九
首

除
書
未
試
回
天
筆

除
書
未
だ
回
天
の
筆
を
試
さ
ざ
る
に
、

何
意
佳
城
到
馬
前

何
ぞ
意
は
ん
、
佳
城
馬
前
に
到
ら
ん
と
は
。

オ

除
書
則
給
事
中
司
之
除
書
者
、
本
邦
緇
林
之
所
謂
公
文
等
是
也
。

50

03

奉
行
飯
尾
布
施
等
カ
キ
ア
グ
ル
モ
ノ
也
。

【
叔
父
給
事
挽
詞
十
首
（
同
前
）】
第
十
首

榮
禄
常
思
澤
九
宗

榮
禄
常
に
思
ふ
、
九
宗
を

澤

さ
ん
こ
と
を
。

う
る
ほ

山
摧
梁
壊
併
成
空

山
摧
け
梁
壊
れ
て
併
せ
て
空
と
成
る
。

や
ぶ

百
年
遺
恨
誰
昭
洗

百
年
遺
恨
誰
か
昭
洗
せ
ん
。

他
日
諸
郎
有
父
風

他
日
諸
郎
父
の
風
有
ら
ん
。

〔
…
文
選
謝
朓
詩
、
中
區
咸
已
泰
。
輕
生
諒
昭
洒
。
与
洗
同
。

廉
之
四
子
、
叔
豹
叔
向
叔
夏
叔
敖
…
〕
…
文
選
謝
朓
が
詩
に
、
中

區

咸

く
に
已
に
泰
し
。
輕
生
諒
に
昭
洒
せ
ん
。
洗
と
同
じ
。
廉
が

こ
と
ご
と

四
子
は
、
叔
豹
・
叔
向
・
叔
夏
・
叔
敖
。
…
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オ

夷
仲
不
成
立
切
名
（
注
）

、
而
半
途
俄
如
斯
。
其
遺
恨
、
縦
積
百

50

14

年
不
可
洗
盡
。
然
ス
コ
シ
キ
ナ
グ
サ
ム
コ
ト
ア
ル
ハ
、
夷
仲
之
四
子
巍
然

皆
有
父
風
、
則
他
日
必
興
其
家
聲
。

（
注
）
写
本
「
功
名
」

【
寂
住
閣
】

當
處
出
生
随
意

當
處
出
生
し
て
意
に
随
ふ
。

急
流
水
上
不
流

急
流
水
上
流
れ
ず
。

オ

急
流
水
上
（
注
）

不
流
、
此
ニ
モ
ノ
点
甚
不
可
也
。
ニ
モ
ノ
点
ナ

52

01

ク
シ
テ
、
直
讀
之
。
急
流
之
水
不
流
義
而
已
。

（
注
）
写
本
「
水
上
ニ
モ

」。

巻
十
二
上

【
古
樂
府
、
有
巴
東
三
峽
巫
峽
長
、
猿
鳴
三
聲
、
涙
沾
裳
。
但

以
抑
怨
之
音
、
和
爲
數
疊
。
惜
其
聲
今
不
傳
。
予
自
荆
州
上
峽

入
黔
中
、
備
嘗
山
川
険
阻
。
因
作
二
疊
與
巴
娘
、
令
以
竹
枝
歌

之
。
前
一
疊
可
和
云
。
鬼
門
關
外
莫
言
遠
。
五
十
三
驛
是
皇
州
。

後
一
疊
可
和
云
。
鬼
門
關
外
莫
言
遠
。
四
海
一
家
皆
弟
兄
。
或

各
用
四
句
。
入
陽
關
小
秦
王
亦
可
歌
也
】
題

古
樂
府
に
、
巴
東
の
三
峽
巫
峽
長
し
、
猿
の
鳴
て
三
聲
、
涙
裳
を
沾
す

と
い
へ
る
こ
と
有
り
。
但
し
抑
怨
の
音
を
以
て
、
和
し
て
數
疊
と
爲
す
。

惜
む
ら
く
は
其
の
聲
の
今
に
傳
は
ら
ざ
る
こ
と
を
。
予
荆
州
よ
り
峽
に

上
り
て
黔
中
に
入
り
て
、

備

に
山
川
険
阻
を
嘗
む
。
因
て
二
疊
を
作

つ
ぶ
さ

な

り
て
巴
娘
に
與
て
、
竹
枝
を
以
て
之
を
歌
は
し
む
。
前
の
一
疊
は
和
し

て
云
ふ
べ
し
。
鬼
門
關
外
遠
し
と
言
ふ
こ
と
莫
れ
。
五
十
三
驛
是
皇
州

と
。
後
の
一
疊
は
和
し
て
云
ふ
べ
し
。
鬼
門
關
外
遠
し
と
言
ふ
こ
と
莫

れ
。
四
海
一
家
皆
弟
兄
と
。
或
は

各

四
句
を
用
ゆ
。
陽
關
の
小
秦
王

を
の
を
の

に
入
れ
て
も
亦
歌
ふ
べ
し
。

オ

和
爲
數
疊

先
輩
云
ク
リ
カ
エ
シ
〳
〵
歌
之
也
。

10

16
オ

因
作
二
疊
…
…
竹
枝
歌
或
云
コ
キ
リ
コ
、
或
云
持
竹
枝
歌
、
如

11

01

一
里
方
有
祭
、
或
云
ム
ギ
ツ
キ
ウ
タ
也
。

【
古
楽
府
…
（
同
前
）】
二
畳

杜
鵑
無
血
可
續
涙

杜
鵑
血
の
涙
に
續
ぐ
べ
き
無
し
。

何
日
金
雞
赦
九
州

何
れ
の
日
か
金
雞
九
州
に
赦
さ
れ
ん
。

〔
…
隋
書
刑
法
志
、
北
斉
肆
赦
日
、
令
武
軍
設
金
雞
及
鼓
於
闕

門
。
或
云
起
於
西
涼
呂
光
。
未
知
孰
是
究
其
旨
。
西
方
主
兌
。

々
爲
澤
。
雞
者
巽
之
神
。
巽
爲
号
令
。
故
合
是
二
物
制
其
形
掲

於
長
竿
、
使
衆
人
覩
之
也
〕
…
隋
書
刑
法
志
に
、
北
斉
赦
を

肆
ほ
し
い
ま
ま

に
す
る
日
、
武
軍
を
し
て
金
雞
を
設
け
て
及
び
闕
門
に
鼓
う
た
し
む
。

或
は
西
涼
の
呂
光
よ
り
起
こ
る
と
云
ふ
。
未
だ
孰
れ
是
れ
其
の
旨
を
究

む
る
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
。
西
方
は
兌
を
主
さ
ど
る
。
兌
を
ば
澤
と

爲
す
。
雞
は
巽
の
神
な
り
。
巽
を
ば
号
令
と
爲
す
。
故
に
是
の
二
物
を

合
せ
て
其
の
形
を
制
し
て
長
竿
に
掲
げ
て
、
衆
人
を
し
て
之
を
覩
せ
し

あ

む
。

ウ

西
方
ー
☱
兌
上
斷
也
。
☴
巽
下
斷
。
文
選
云
、
巽
羽
二
物
ト
ハ

22

12

西
方
澤
而
金
也
。
巽
雞
也
。
指
金
雞
爲
二
物
也
。

【
和
答
元
明
黔
南
贈
別
】

萬
里
相
看
忘
逆
旅

萬
里
相
看
て
逆
旅
を
忘
る
。

三
聲
清
淚
落
離
觴

三
聲
の
清
淚
離
觴
に
落
つ
。

〔
老
杜
詩
、
相
看
俱
衰
年
。
左
氏
僖
二
年
傳
曰
、
保
於
逆
旅
。
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注
云
、
客
舍
也
。
古
樂
府
曰
、
巴
東
三
峽
巫
峽
長
。
猿
鳴
三
声
、

涙
沾
裳
〕
老
杜
が
詩
に
、
相
看
て
俱
に
衰
年
。
左
氏
に
僖
が
二
年
の

傳
に
曰
く
、
逆
旅
を
保
つ
。
注
に
云
く
、
客
舍
な
り
。
古
樂
府
に
曰
く
、

巴
東
の
三
峽
巫
峽
長
し
。
猿
鳴
く
こ
と
三
声
、
涙
裳
を
沾
す
。

ウ

注
云
逆
旅
客
舎
也
。
虢
稍
遣
人
分
依
客
舎
、
以
聚
衆
抄
晋
邊
邑
。

26

08

抄
初
教
反
、
又
楚
稍
反
。
強
取
物
。
保
ト
ハ
聚
衆
也
。

【
題
驢
瘦
嶺
馬
鋪
】

老
馬
飢
嘶
驢
瘦
嶺

老
馬
飢
て
驢
瘦
嶺
に
嘶
ふ
。

病
人
生
入
鬼
門
關

病
人
は
生
き
な
が
ら
鬼
門
關
に
入
る
。

オ

下
句
言
、
病
人
而
生
入
鬼
門
関
、
其
情
難
耐
也
。
病
人
知
命
自

29

04

謂
其
脚
蹇
故
也
。
病
人
ト
ハ
多
病
ニ
シ
テ
シ
カ
モ
カ
タ
ワ
ウ
ド
ナ
リ
。

【
行
次
巫
山
宋
楙
宗
遣
騎
送
折
花
厨
醖
】
題

ウ

厨
醞
ハ
ク
リ
ヤ
ザ
ケ
也
。
騎
ト
ハ
本
邦
俗
漢
所
云
若
黨
也
。

29

11

【
戯
答
劉
文
學
】

人
鮓
甕
中
危
萬
死

人
鮓
甕
中
萬
死
危
く
し
て
、

鬼
門
關
外
更
千
岑

鬼
門
關
外
更
に
千
岑
。

オ

上
句
指
道
路
危
險
、
依
漢
史
之
義
、
則
危
字
訓
險
。
危
萬
死
。

32

02

ア
ヤ
ウ
シ
ト
訓
亦
無
害
也
。

【
戯
答
劉
文
學
（
同
前
）】

問
君
底
事
向
前
去

君
に
問
ふ
、
底
事
を
向
前
し
去
る
。

な
に
こ
と

要
試
平
生
鐵
石
心

平
生
鐵
石
の
心
を
試
み
ん
こ
と
を
要
す
。

オ

向
前
ト
ハ
ス
ヽ
ミ
シ
タ
ガ
フ
義
也
。

32

08

【
外
姪
李
光
祖
往
見
尚
垂
髫
今
觀
寄
嗣
直
小
詩
已
可
愛
因
次
韻
】

題

オ

光
祖
ハ
山
谷
并
知
命
ガ
ハ
ヽ
カ
タ
ノ
イ
ト
コ
也
。

33

04
オ

嗣
直
ハ
山
谷
并
知
命
ガ
テ
ヽ
カ
タ
ノ
イ
ト
コ
ド
ウ
シ
也
。

33

07

【
將
次
施
州
先
寄
張
十
九
使
君
三
首
】
第
三
首

一
別
施
州
向
十
霜

一
た
び
施
州
に
別
れ
て
十
霜
に

向

ん
と
す
。

な
ん
な

傳
聞
佳
句
望
風
降

佳
句
を
傳
へ
聞
き
て
風
を
望
み
て
降
す
。

空
弮
不
易
當
堅
敵

空
弮
は
堅
敵
に
當
た
り
易
か
ら
ず
。

振
臂
猶
思
起
病
創

臂
を
振
て
猶
思
ふ
、
病
創
を
起
こ
さ
ん
こ
と
を
。

ウ

ツ
ト
メ
テ
マ
イ
リ
ア
イ
フ
ル
キ
ズ
ヲ
起
ス
ベ
シ
。

40

12

【
宋
楙
宗
寄
䕫
州
五
十
詩
三
首
】
第
一
首

五
十
清
詩
是
碎
金

五
十
の
清
詩
是
れ
碎
金
。

試
教
擲
地
有
餘
音

試
に
地
に
擲
さ
し
む
る
に
餘
音
有
り
。

方
今
臺
閣
稱
多
士

方
に
今
臺
閣
に
多
士
と
稱
す
。

且
傍
江
山
好
處
吟

且

く
江
山
の
好
處
に
傍
て
吟
ぜ
よ
。

し
ば
ら

オ

其
一
云
、
幸
今
朝
廷
多
士
コ
ト
モ
カ
ケ
ズ
、
肇
宜
在
此
絶
境
、

46

11

而
恣
吟
取
山
川
之
秀
、
知
命
告
肇
而
言
之
。
杜
詩
云
、
安
危
大
臣
在
、
何

必
涙
長
流
。
墨
点
此
義
也
。

巻
十
二
下

【
謫
居
黔
南
十
首
】
第
五
首

冥
懐
齊
遠
近

懐
に
冥
し
て
遠
近
を
齊
し
く
す
。

委
順
隨
南
北

順
に
委
し
て
南
北
に
隨
ふ
。
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歸
去
誠
可
憐

歸
り
去
ら
ん
こ
と
も
誠
に
憐
む
べ
け
れ
ど
も
、

天
涯
住
亦
得

天
涯
に
住
す
る
も
亦
得
た
り
。

オ

世
説
云
、
衛
玠
不
言
。
々
必
入
冥
。
蓋
冥
合
之
義
、
目
ヲ
ク
イ

21

10

フ
サ
イ
デ
ネ
マ
ル
ヲ
冥
ト
云
。
詩
意
、
迁
謫
亦
不
可
嗟
。
聊
冥
合
而
慰
藉

耳
。
冥
合
其
懐
、
則
豈
有
故
園
與
他
郷
之
異
乎
。
故
云
、
齊
遠
近
。
々
々

齊
則
无
南
北
、
无
東
西
矣
。
委
順
ウ
チ
マ
カ
ス
ル
義
也
。

【
次
韻
雨
絲
雲
鶴
二
首
】
第
一
首

煙
雲
杳
藹
合
中
稀

煙
雲
杳
藹
合
し
て
中
ご
ろ
稀
な
り
。

霧
雨
空
濛
宻
更
微

霧
雨
空
濛
と
し
て
宻
に
し
て
更
に
微
な
り
。

オ

下
句
言
細
雨
蒙
密
、
而
下
如
霧
也
。
本
邦
諺
ニ
ハ
キ
リ
サ
メ
是

28

10

也
。

【
次
韻
謝
黄
斌
老
送
墨
竹
二
十
韻
】

古
今
作
生
竹

古
今
生
竹
を
作
す
。

能
者
未
十
輩

能
く
す
る
者
は
未
だ
十
輩
な
ら
ず
。

ウ

生
竹
ト
ハ
イ
キ
〳
〵
ト
シ
タ
ル
竹
ヲ
云
也
。

34

15

【
次
韻
謝
黄
斌
老
送
墨
竹
二
十
韻
（
同
前
）】

江
南
鐵
鉤
鎖

江
南
の
鐵
鉤
鎖
、

最
許
誠
懸
會

最
も
誠
懸
が
會
す
る
こ
と
を
許
す
。

〔
山
谷
自
注
曰
、
世
傳
江
南
李
主
作
竹
。
自
根
至
梢
極
小
者
二
、

鉤
勒
成
。
謂
之
鐵
鉤
鎖
。
自
云
、
惟
栁
公
權
有
此
筆
法
。
…
〕

山
谷
の
自
注
に
曰
く
、
世
に
江
南
の
李
主
竹
を
作
る
と
傳
ふ
。
根
よ
り

梢
に
至
る
ま
で
極
め
て
小
な
る
者
の
二
つ
、
鉤
勒
し
て
成
す
。
鐵
鉤
鎖

と
謂
ふ
。
自
ら
云
ふ
、
惟
だ
栁
公
權
此
の
筆
法
有
り
。
…

オ

樵
云
、
勒
者
轡
勒
之
意
。
言
筆
ヲ
ヒ
キ
シ
ヾ
メ
テ
出
力
、
而
強

39

10

健
畫
之
。
二
鈎
勒
成
者
、
言
以
二
鈎
挾
筆
而
畫
、
以
欲
強
健
矣
。

【
再
用
前
韻
詠
子
舟
所
作
竹
】

國
工
裁
主
意

國
工
主
の
意
を
裁
し
て

冷
淡
恐
不
愛

冷
淡
な
ら
ば
愛
せ
ら
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。

ウ

若
無
桃
而
獨
有
竹
、
則
其
趣
冷
淡
。
々
々
者
人
生
不
愛
故
恐
之
、

49

05

而
加
桃
李
。
本
邦
ニ
ハ
エ
ト
コ
ロ
畫
ヲ
國
工
ト
云
也
。

巻
十
三
上

【
又
和
二
首
】
第
二
首

宴
安
衽
席
間

宴
安
衽
席
の
間
、

蛟
鰐
垂
涎
地

蛟
鰐
垂
涎
の
地
。

オ

衽
席
有
二
説
、
其
一
云
卧
衣
、
謂
被
也
。
其
一
云
卧
席
。
注
ヘ

08

13

リ
サ
シ
ム
シ
ロ
ナ
リ
。

【
次
韻
黄
斌
老
晚
游
池
亭
二
首
】
第
一
首

老
夫
多
病
蠻
江
上

老
夫
多
病
な
り
、
蠻
江
の

上

。

ほ
と
り

頗
憶
平
生
馬
少
游

頗
る
憶
ふ
、
平
生
の
馬
少
游
。

オ

老
夫
ト
ユ
イ
、
多
病
ト
ユ
イ
、
蠻
江
ト
ユ
イ
、
故
用
頗
憶
也
。

14

06

【
次
韻
黄
斌
老
晚
游
池
亭
二
首
（
同
前
）】
第
二
首

杜
門
謝
客
恐
生
謗

門
を
杜
ぢ
て
客
を
謝
せ
ば
、
恐
ら
く
は
謗
を
生
ぜ
ん

こ
と
を
。

且
作
人
間
鵬
鷃
游

且
く
人
間
鵬
鷃
の
游
を
作
す
。

ウ

此
客
非
前
篇
所
云
佳
士
也
。
ヲ
カ
シ
ゲ
ナ
ル
者
ヲ
指
。

15

16
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【
戯
答
史
應
之
三
首
】
第
一
首

先
生
早
擅
屠
龍
斈

先
生
早
に
屠
龍
の
斈
を

擅

に
す
。

ほ
し
い
ま
ま

袖
有
新
硎
不
試
刀

袖
に
新
に
硎
で
試
み
ざ
る
刀
有
り
。

歳
晩
亦
無
雞
可
割

歳
晩
に
も
亦
雞
の
割
く
べ
き
無
し
。

庖
蛙
煎
鱔
薦
松
醪

蛙
を
庖
し
鱔
を
煎
し
て
松
醪
を
薦
む
。

〔
…
舊
本
煎
鱔
作
煼
蜢
。
蓋
眉
之
野
人
、
或
食
虴
蜢
。
故
郷
諺
。

因
以
爲
戯
。
…
〕
…
舊
本
に
鱔
を
煎
る
を
ば
蜢
を
煼
る
に
作
る
。
蓋

に

い

し
眉
の
野
人
、
或
は
虴
蜢
を
食
す
。
故
郷
の
諺
な
り
。
因
て
以
て
戯
と

爲
す
。
…

ウ

作
煼
蜢
ー
庖
蛙
謂
、
カ
イ
ル
、
ハ
ウ
チ
ヤ
ウ
。
煎
鱔
謂
、
メ
ヽ

17

15

ジ
ヤ
コ
テ
ウ
サ
イ
。
煼
蜢
謂
、
イ
ナ
ゴ
テ
ウ
サ
イ
也
。
蜢
上
聲
梗
韻
。
蜢

音
蜢
。
蚱
蜢
似
螽
而
小
也
。

【
寄
題
榮
州
祖
元
大
師
此
君
軒
】

滿
堂
洗
盡
筝
琶
耳

滿
堂
洗
い
盡
す
、
筝
琶
の
耳
。

請
師
停
手
恐
斷
絃

請
ふ
、
師
手
を
停
め
よ
。
恐
ら
く
は
絃
を
斷
ち
な
ん
。

オ

斷
絃
、
蓋
非
伯
牙
絶
絃
之
義
也
。
ア
マ
リ
ツ
ヲ
ク
（
注
）

弾
ゼ
バ
、

30

16

聞
ク
者
モ
情
ニ
タ
ヘ
カ
ネ
、
絃
亦
キ
ル
ベ
シ
。

（
注
）
写
本
「
ツ
ヨ
ク
」

巻
十
三
下

【
次
韻
文
少
激
推
官
祈
雨
有
感
】

未
須
丘
垤
占
鳴
鸛

未
だ
丘
垤
に
鳴
鸛
を
占
む
る
こ
と
を

須

ず
、

も
ち
ゐ

只
要
朝
廷
起
臥
龍

只
要
す
朝
廷
に
臥
龍
を
起
ん
こ
と
を
。

ウ

本
邦
鶴
雀
（
注
）

ヲ
ア
ヲ
サ
ギ
ト
云
也
。

05

02

（
注
）
写
本
「
鸛
雀
」

【
謝
楊
履
道
送
銀
茄
四
首
】
第
二
首

君
家
水
茄
白
銀
色

君
が
家
の
水
茄
白
銀
の
色
。

殊
勝
埧
裏
紫
彭
亨

殊
に
埧
裏
の
紫
彭
亨
に
勝
れ
り
。

オ

彭
亨
ハ
、
フ
ク
レ
タ
ル
皃
也
。

21

04

【
戯
贈
家
安
國
】

家
侯
口
吃
善
著
書

家
侯
口
吃
し
て
善
く
書
を
著
す
。

常
願
執
戈
王
前
驅

常
に
願
ふ
、
戈
を
執
て
王
の
前
驅
た
ら
ん
こ
と
を
。

オ

吃
ハ
ド
モ
リ
ナ
リ
。

33

02

【
謝
楊
景
山
送
惠
酒
器
】

楊
君
喜
我
梨
花
盞

楊
君
我
が
梨
花
の
盞
を
喜
ぶ
。

却
念
初
無
注
酒
魁

却
て
念
ふ
、
初
よ
り
酒
を
注
ぐ
魁
無
き
こ
と
を
。

矲
矮
金
壷
肯
持
送

矲
矮
た
る
金
壷
肯
て
持
し
送
る
。

挼
莎
殘
菊
更
傳
杯

殘
菊
を
挼
莎
し
て
更
に
杯
を
傳
ふ
。

〔
蜀
之
酒
魁
、
蓋
詩
人
所
謂
、
酌
以
大
斗
之
遺
制
。
象
北
斗
有

魁
柄
也
。
…
〕
蜀
の
酒
魁
、
蓋
し
詩
人
の
謂
は
ゆ
る
、
酌
む
に
大
斗

を
以
て
す
と
い
ふ
の
遺
制
な
ら
ん
。
北
斗
の
魁
柄
有
る
に

象

る
な
り
。

か
た
ど

…

オ

注

蜀
之
酒
魁
、
蓋
入
酒
之
瓶
子
類
。
或
云
、
本
邦
所
謂
提
子

37

10

之
類
乎
。
象
北
斗
、
則
テ
ウ
シ
ノ
如
ニ
シ
テ
、
大
ナ
ル
者
也
。

【
題
石
恪
畫
嘗
醋
翁
】

石
媪
忍
酸
喙
三
尺

石
媪
酸
き
を
忍
ん
で
喙
三
尺
。
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石
皤
嘗
味
面
百
摺

石
皤
味
を
嘗
め
て

面

百
摺
。

お
も
て

ウ

下
句
、
老
翁
嘗
味
、
縮
其
面
也
。
ウ
バ
ト
ヲ
ウ
ヂ
ト
、
コ
ノ
醋

39

15

ヲ
嘗
ル
。
其
顔
ニ
伸
ト
縮
ト
ノ
両
様
ア
リ
。
石
恪
本
傳
所
云
、
古
僻
人
物
、

詭
彤
殊
相
之
其
一
品
也
。
世
界
ヲ
ヲ
カ
シ
ク
思
テ
、
ノ
ベ
シ
ヾ
メ
タ
ル
面

ド
モ
也
。
ア
リ
〳
〵
ト
畫
出
。
真
醋
ヲ
嘗
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
。

【
題
石
恪･
嘗
醋
翁
（
同
前
）】

誰
知
聳
膊
寒
至
骨

誰
か
知
る
、
膊
を
聳
か
し
て
寒
骨
に
至
る
こ
と
を
。

圖
畫
不
減
吳
生
筆

圖
畫
吳
生
が
筆
に

減

ず
。

お
と
ら

ウ

其
甚
酸
處
ヲ
、
ア
リ
〳
〵
ト
カ
キ
タ
ル
ハ
シ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
。

40

03

巻
十
四
上

【
走
筆
謝
王
朴
居
士
拄
杖
】

投
我
木
瓜
霜
雪
枝

我
に
木
瓜
霜
雪
の
枝
を
投
ず
。

六
年
流
落
放
歸
時

六
年
流
落
放
さ
れ
て
歸
る
時
。

千
巖
萬
壑
須
重
到

千
巖
萬
壑
須
く
重
て
到
る
べ
し
。

脚
底
危
時
幸
見
持

脚
底
危
か
ら
ん
時
幸
に
持
た
れ
ん
。

た
も

オ

今
ス
ラ
老
矣
重
來
時
、
脚
力
弥
衰
ヘ
ン
。
可
見
此
杖
扶
持
也
。

03

17

持
字
於
此
可
訓
扶
也
。

【
次
韻
楊
明
叔
見
餞
十
首
】
第
七
首

觀
公
有
膽
氣

公
を
觀
る
に
膽
氣
有
り
。

自
可
繼
前
作

自
ら
前
作
を
繼
ぐ
べ
し
。

オ

但
於
谷
之
集
中
、
御
目
ニ
カ
ヽ
リ
タ
ル
マ
デ
也
。

16

10

【
次
韻
石
七
三
六
言
七
首
】
第
四
首

爲
君
試
講
古
學

君
が
爲
め
に
試
に
古
學
を
講
ず
。

此
事
可
牋
天
公

此
の
事
天
公
に
牋
す
べ
し
。

君
看
花
梢
朝
露

君
看
よ
、
花
梢
の
朝
露
。

何
如
松
上
霜
風

何
ぞ
松
上
の
霜
風
に
如
か
ん
。

〔
魯
論
曰
、
斈
之
不
講
、
是
吾
憂
也
。
又
曰
、
古
之
斈
者
爲
己
。

蘇
子
美
愛
妾
歌
曰
、
此
楽
亦
可
牋
天
公
。
牋
天
公
見
上
注
。
謂

可
質
諸
天
地
。
…
〕
魯
論
曰
く
、
之
を
斈
べ
ど
も
講
ぜ
ず
、
是
吾
が

憂
ひ
な
り
。
又
曰
く
、
古
の
斈
者
は
己
が
爲
に
す
。
蘇
子
美
が
愛
妾
歌

に
曰
く
、
此
楽
も
亦
天
公
に
牋
す
べ
し
。
天
公
に
牋
す
る
は
上
注
に
見

ゆ
。
天
地
に
諸
を
質
す
べ
し
と
謂
ふ
。
…

こ
れ

オ

諸
字
ハ
コ
ト
バ
字
也
。
不
可
讀
之
。
又
ハ
コ
レ
ヲ
ト
訓
亦
可
矣
。

24

13

【
萬
州
太
守
髙
仲
本
宿
約
游
岑
公
洞
而
夜
雨
連
明
戯
作
二
首
】

第
一
首

肩
輿
欲
到
岑
公
洞

肩
輿
に
し
て
岑
公
洞
に
到
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、

正
怯
衝
泥
傍
險
行

正
に
泥
を
衝
き
險
に
傍
つ
て
行
か
ん
こ
と
を
怯
る
。

ウ

先
輩
云
、
肩
輿
本
邦
ノ
チ
リ
ト
リ
ノ
類
。

28

07

【
萬
州
太
守
…
（
同
前
）】
第
二
首

今
日
岑
公
不
能
飲

今
日
岑
公
に
飲
す
る
こ
と
能
は
ず
、

吾
儕
聞
健
且
頻
傾

吾
儕
健
や
か
な
る
こ
と
を
聞
き
て
且
つ
頻
り
に
傾
く

わ

な
み

ら
ん
。

〔
楽
天
詩
、
聞
健
偷
閑
且
勤
飲
。
又
云
、
園
林
亦
要
聞
閑
置
。

其
義
、
猶
今
人
言
聞
早
也
〕
楽
天
が
詩
に
、
健
を
聞
き
閑
を
偷
ん

ぬ
す

で
且
く
飲
を
勤
む
。
又
云
、
園
林
亦
閑
置
を
聞
か
ん
こ
と
を
要
す
。
其

の
義
、
猶
今
の
人
の
聞
き
早
し
と
言
ふ
が
ご
と
く
な
り
。
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オ

聞
健
二
字
、
世
話
耳
之
聡
義
也
。
本
邦
ノ
ハ
ヤ
耳
也
。

29

11

【
萬
州
下
巖
并
序
】
第
二
首

僧
緣
蠶
麥
去

僧
は
蠶
麥
に
緣
て
去
り
、

官
数
茘
支
來

官
は
茘
支
を
数
へ
來
る
。

オ

注
爲
業
者
、
本
邦
所
謂
手
ツ
リ
等
也
。

31

01
オ

今
ハ
俗
漢
ヨ
リ
菓
子
楊
子
筋
ヲ
僧
ニ
カ
ケ
テ
ト
ル
。

31

05

【
又
戯
題
巖
下
】

往
往
携
家
來
託
宿

往
往
に
家
を
携
て
來
て
宿
を
託
す
。

裙
襦
參
錯
佛
衣
巾

裙
襦
參
錯
す
佛
衣
巾
。

未
嫌
滿
院
油
頭
臭

未
だ
嫌
は
ず
、
滿
院
に
油
頭
の
臭
き
こ
と
を
。

蹋
破
苔
銭
最
惱
人

苔
銭
を
蹋
破
し
て
最
も
人
を
惱
す
。

オ

舊
抄
云
、
在
家
漢
往
々
信
劉
道
者
、
或
託
宿
。
本
邦
所
謂
ツ
ヤ

32

06

マ
ウ
ス
者
也
。
家
指
妻
也
。

【
戯
題
巫
山
縣
用
杜
子
美
韻
】

東
縣
聞
銅
臭

東
縣
銅
臭
を
聞
き
、

江
陵
換
裌
衣

江
陵
に
裌
衣
を
換
ふ
。

オ

裌
衣
ハ
本
邦
ノ
ア
ワ
セ
也
。
春
服
ト
云
（
注
）

ア
ワ
セ
也
。
見
魯

35

07

論
。

（
注
）
写
本
「
ト
云
モ
」

巻
十
四
下

【
病
起
荊
江
亭
即
事
十
首
】
第
六
首

死
者
已
死
黄
霧
中

死
す
る
者
は
已
に
黄
霧
の
中
に
死
す
。

う
ち

三
事
不
數
両
蘇
公

三
事
は
両
蘇
公
を
數
へ
ず
。

オ

肖
抄
云
、
幸
ニ
シ
テ
生
テ
歸
ル
モ
ノ
ヲ
。

14

10

【
病
起
荊
江
亭
即
事
十
首
（
同
前
）】
第
十
首

惇
夫
若
在
鐫
此
老

惇
夫
若
し
在
ら
ば
此
の
老
を
鐫
せ
ん
。

不
令
平
地
生
崎
嶇

平
地
を
し
て
崎
嶇
を
生
ぜ
し
め
じ
。

ウ

鐫
、
子
細
教
訓
ス
ル
義
也
。

24

09

【
次
韻
答
黄
與
迪
】

灑
掃
清
樾
下

清
樾
の
下
を
灑
掃
し
て
、

も
と

當
爲
果
茗
期

當
に
果
茗
の
期
を
爲
す
べ
し
。

オ

某
講
、
但
指
勝
槩
之
佳
地
耳
。
必
非
黄
斌
老
之
東
園
歟
。
已
於

33

07

下
段
挙
東
園
、
則
此
清

者
蓋
総
論
。
面
白
キ
處
ニ
遊
バ
ン
ト
云
義
也
。

𢵼

巻
十
五
上

【
戯
答
王
觀
復
酴
醿
菊
二
首
】
題

ウ

醿
花
本
邦
ノ
ヤ
マ
ブ
キ
也
。
菊
花
如

醿
也
。

13

10

𨢬

𨢬

【
戯
答
王
觀
復
酴
醿
菊
二
首
（
同
前
）】
第
一
首

誰
将
陶
令
黄
金
菊

誰
か
陶
令
が
黄
金
の
菊
を
将
て
、

も
つ

幻
作
酴
醿
白
玉
花

幻
に
酴
醿
白
玉
の
花
と
作
す
。

小
草
眞
成
有
風
味

小
草
眞
成
に
風
味
有
り
。

東
園
添
我
老
生
涯

東
園
に
添
我
が
老
生
涯
を
添
へ
ん
。

オ

本
邦
ニ
ハ
ヤ
マ
ブ
キ
ヲ

醿
花
ト
号
ス
。
蓋
其
色
純
白
、
而
含

14

17

𨢬

黄
故
也
。

ウ

添
字
、
花
ニ
我
身
ヲ
添
ル
義
也
。

14

08
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【
謝
王
子
予
送
橄
欖
】

想
共
餘
甘
有
瓜
葛

想
ふ
、
餘
甘
共
に
瓜
葛
有
る
こ
と
を
。

苦
中
真
味
晩
方
回

苦
中
の
真
味
晩
に
方
に
回
る
。

か
へ

〔
…
晋
書
王
説
傳
、
導
之
子
也
。
導
与
奕
棋
争
道
、
笑
曰
、
相

与
有
瓜
葛
、
那
得
爲
尓
邪
。
…
〕
…
晋
書
に
王
説
が
傳
に
、
導
が

子
な
り
。
導
与
に
奕
棋
し
て

道

を
争
ふ
。
笑
ひ
て
曰
く
、
相
ひ
与
に

と
も

て
だ
て

瓜
葛
有
り
、
那
ぞ
尓
る
こ
と
を
爲
す
こ
と
を
得
ん
や
。
…

な
ん

し
か

ウ

爭
道
、
言
、
碁
ヲ
ウ
ツ
ト
キ
、
手
カ
ヤ
シ
ヲ
ス
ル
ヲ
云
也
。
父

21

08

ノ
導
手
カ
ヤ
シ
ヲ
セ
ン
ト
ス
レ
バ
、
子
ノ
悦
不
肯
。
故
導
云
ワ
ド
ノ
ト
我

レ
ト
ワ
、
チ
ン
ト
一
族
ノ
分
デ
ワ
ナ
キ
歟
。
手
カ
ヤ
シ
分
ザ
イ
ヲ
イ
ヤ
ト

ワ
ナ
ゼ
云
ソ
。

【
次
韻
馬
荆
州
】

六
年
絶
域
夢
刀
頭

六
年
絶
域
に
刀
頭
を
夢
み
る
。

判
得
南
還
萬
事
休

判
じ
得
た
り
、
南
よ
り
還
ら
ば
萬
事
休
せ
ん
こ
と
を
。

ウ

判
得
ト
ハ
、
シ
カ
ト
心
ニ
決
定
之
義
也
。

25

10

【
和
中
玉
使
君
晩
秋
開
天
寧
節
道
場
】

想
見
星
壇
祝
堯
壽

想
ひ
見
る
、
星
壇
に
堯
壽
を
祝
し
て

歩
虚
聲
裏
静
無
譁

歩
虚
の
聲
の
裏
静
に
し
て

譁

し
き
こ
と
無
き
こ
と

か
ま
び
す

を
。

〔
孟
郊
詩
、
因
怪
星
宿
壇
。
按
南
斗
経
曰
、
修
設
兩
極
二
斗
同

醮
一
壇
、
各
象
斗
星
。
…
〕
孟
郊
詩
に
、
因
て
怪
し
む
星
宿
の
壇
。

南
斗
経
を
按
ず
る
に
曰
く
、
兩
極
の
二
斗
を
修
設
し
て
同
じ
く
一
壇
に

し
ゆ

醮
し
て
、
各
斗
星
に
象
る
。
…

ウ

某
謂
、
世
俗
ノ
讀
ク
セ
ニ
南
斗
注
音
主
。

32

02

【
次
韻
答
馬
中
玉
三
首
】
第
二
首

巻
沙
成
浪
北
風
顛

沙
を
巻
き
浪
を
成
し
て
北
風
顛
ず
。

衘
尾
千
艘
不
敢
前

尾
を
衘
む
千
艘
敢
て
前
ま
ず
。

す
す

匝
岸
水
居
皆
有
酒

岸
を
匝
る
水
居
皆
酒
有
り
。

め
ぐ

行
人
得
意
買
江
天

行
人
意
を
得
て
江
天
を
買
ふ
。

オ

舟
子
飲
此
市
酒
而
曰
、
天
下
ハ
我
ガ
物
ノ
ヨ
。
コ
チ
ヘ
マ
カ
サ

36

05

シ
メ
ト
云
義
也
。

巻
十
五
下

【
次
韻
中
玉
水
仙
花
二
首
】
第
二
首

淤
泥
解
作
白
蓮
藕

淤
泥
は
白
蓮
の
藕
を
作
す
こ
と
を
解
す
。

糞
壤
能
開
黄
玉
花

糞
壤
に
能
く
黄
玉
の
花
を
開
く
。

可
惜
國
香
天
不
管

惜
し
む
べ
し
、
國
香
天
も
管
せ
ざ
る
こ
と
を
。

隨
縁
流
落
小
民
家

縁
に
隨
て
小
民
の
家
に
流
落
す
。

〔
…
左
傳
曰
、
蘭
有
国
香
、
人
服
媚
之
。
秦
少
游
楽
府
亦
有
惱

殺
人
天
不
管
之
句
…
〕
…
左
傳
に
曰
く
、
蘭
に
国
香
有
り
、
人
之
を

服
媚
す
。
秦
少
游
が
楽
府
に
亦
人
を
惱
殺
し
て
天
も
管
せ
ず
と
い
ふ
の

句
有
り
。
…

オ

惱
殺
人
三
字
ハ
、
唐
ノ
世
話
ニ
、
ウ
ツ
ク
シ
キ
人
ヲ
見
テ
、
ヤ

03

15

ラ
人
ト
コ
ロ
シ
ヤ
ト
云
義
也
。
愁
殺
人
亦
同
義
。

【
王
充
道
送
水
仙
花
五
十
枝
欣
然
心
會
爲
之
作
詠
】

坐
對
眞
成
被
花
惱

坐
し
て
對
す
れ
ば
眞
成
に
花
に
惱
せ
ら
る
。

出
門
一
笑
大
江
横

門
を
出
て
一
笑
す
れ
ば
大
江
横
る
。
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〔
…
老
杜
詩
雞
虫
得
失
无
了
時
、
注
目
寒
江
倚
秋
閣
。
山
谷
句

意
類
此
〕
…
老
杜
が
詩
に
、
雞
虫
の
得
失
了
時
无
し
。
目
を
寒
江
に

注
い
で
秋
閣
に
倚
る
。
山
谷
の
句
意
は
此
に
類
す
。

オ

東
坡
詩
第
十
三
、
二
虫
。
注
、
水
馬
児
カ
ツ
ヲ
ム
シ
。
鷃
濫
堆

08

17

ヒ
バ
リ
。

【
謝
檀
敦
信
送
柑
子
】

色
深
林
表
風
霜
下

色
は
深
し
、
林
表
風
霜
の
下
。

香
著
尊
前
指
爪
間

香
は
著
く
、
尊
前
指
爪
の
間
。

書
後
合
題
三
百
顆

書
の
後
に
合
に
三
百
顆
を
題
す
べ
し
。

ま
さ

頻
隨
驛
使
未
應
慳

頻
に
驛
使
に
隨
て
未
だ
慳
む
べ
か
ら
ず
。

オ

乏
少
ナ
レ
ド
モ
悦
喜
マ
ウ
シ
タ
。
今
度
ハ
ヅ
バ
ト
ク
ダ
サ
レ
ヨ
。

13

07

【
謝
答
聞
善
二
兄
九
絶
句
】
第
一
首

身
入
醉
郷
無
畔
岸

身
は
醉
郷
に
入
て
畔
岸
無
し
。

心
與
歓
伯
爲
友
朋

心
は
歓
伯
と
友
朋
を
爲
す
。

オ

此
両
句
ヲ
ハ
教
訓
ノ
巻
（
注
）

見
タ
ラ
バ
可
矣
。

20

11（
注
）
写
本
「
巻

」
ニ

【
戯
呈
聞
善
】

坐
中
索
起
時
被
肘

坐
中
に
起
た
ん
こ
と
を
索
む
れ
ば
時
に
肘
せ
ら
る
。

も
と

亦
任
傍
人
嫌
我
眞

亦
傍
人
の
我
が
眞
を
嫌
ふ
に
任
す
。

ウ

被
肘
、
言
ハ
、
人
ニ
輕
慢
セ
ラ
レ
、
肘
ツ
キ
ニ
セ
ラ
ル
ヽ
義
也
。

27

01

巻
十
六
上

【
贈
髙
子
勉
四
首
】
第
三
首

聼
它
下
虎
口
著

它
の
虎
口
の
著
を
下
す
に
聼
す
。

ま
か

我
不
爲
牛
後
人

我
牛
後
の
人
爲
ら
じ
。

た

ウ

虎
口
着
、
碁
家
之
語
也
。
本
邦
云
ク
、
ナ
カ
デ
ヲ
ヲ
ロ
ス
ト
是

18

15

也
。
牛
後
人
ハ
、
本
邦
諺
云
、
虵
ノ
尾
ニ
ナ
ラ
ン
ヨ
リ
モ
反
鼻
ノ
首
ニ
ナ

レ
。
又
ユ
ワ
シ
ノ
ト
ハ
（
注
）

ナ
ル
ト
モ
タ
イ
ノ
尾
ト
ハ
ナ
ラ
ザ
レ
。
此
等

之
義
也
。
牛
後
人
、
指
卑
賤
醜
陋
之
人
也
。

（
注
）
写
本
「
ユ
ワ
シ
ノ
首
ト
ハ
」

【
蟻
蝶
圖
】

胡
蝶
雙
飛
得
意

胡
蝶
雙
び
飛
て
意
を
得
た
り
。

偶
然
畢
命
網
羅

偶
然
と
し
て
命
を
網
羅
に
畢
ふ
。

群
蟻
争
收
墜
翼

群
蟻
争
て
墜
翼
を
収
む
。

策
勲
歸
去
南
柯

勲
を
策
つ
て
南
柯
に
歸
り
去
る
。

は
か

オ

西
行
法
師
歌
云
、
ウ
ツ
人
モ
ウ
タ
ル
ヽ
人
モ
モ
ロ
共
ニ
只
一
時

31

15

ノ
夢
ノ
戯
レ
。
與
此
篇
同
義
。

巻
十
六
下

【
雨
中
登
岳
陽
樓
望
君
山
二
首
】
第
二
首

滿
川
風
雨
獨
憑
欄

滿
川
の
風
雨
に
獨
り
欄
に
憑
る
。

綰
結
湘
娥
十
二
鬟

湘
娥
の
十
二
鬟
を
綰
結
す
。

可
惜
不
當
湖
水
面

惜
し
む
べ
し
、
湖
水
の
面
に
當
て
、

銀
山
堆
裏
看
青
山

銀
山
堆
裏
に
青
山
を
看
ざ
る
こ
と
を
。

ウ

第
三
四
句
、
谷
之
願
也
。
ト
テ
モ
ノ
コ
ト
ナ
ラ
バ
、
晴
天
白
日

08

09

於
洞
庭
湖
水
七
八
百
里
之
中
央
、
置
君
山
青
々
然
、
而
看
之
、
則
豈
不
快

邪
。
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巻
十
七
上

【
罷
姑
熟
寄
元
明
用
觴
字
韻
】

未
栽
姑
熟
桃
李
徑

未
だ
姑
熟
桃
李
の
徑
を
栽
ゑ
ず
。

却
入
西
江
鴻
鴈
行

却
て
西
江
鴻
鴈
の
行
に
入
ら
ん
と
す
。

別
後
常
同
千
里
月

別
れ
て
後
常
に
千
里
の
月
を
同
せ
ん
。

書
來
莫
寄
九
回
腸

書
來
て
九
回
の
腸
を
寄
す
る
こ
と
莫
れ
。

〔
江
西
謂
洪
州
。
山
谷
郷
里
。
謝
莊
月
賦
曰
、
隔
千
里
兮
共
明

月
。
司
馬
遷
書
曰
、
腸
一
日
而
九
回
〕
江
西
と
は
洪
州
を
謂
ふ
ぞ
。

山
谷
の
郷
里
な
り
。
謝
莊
が
月
の
賦
に
曰
く
、
千
里
を
隔
て
明
月
を
共

に
す
。
司
馬
遷
が
書
に
曰
く
、
腸
は
一
日
に
し
て
九
回
す
。

ウ

某
謂
、
入
字
イ
ラ
ン
ト
ヲ
モ
ヘ
リ
ノ
点
簡
要
。
入
ラ
ン
ト
ヲ
モ

14

16

フ
タ
レ
バ
サ
モ
ナ
ク
シ
テ
、
早
罷
テ
去
ル
。
不
幸
ノ
イ
タ
リ
也
。
袁
洪
二

州
江
西
十
一
州
之
一
面
也
。
太
平
亦
近
也
。

オ

江
西
云
々

袁
州
萍
郷
縣
即
元
明
爲
宰
、
洪
州
即
谷
之
故
里
。

15

07

谷
在
江
東
路
太
平
州
、
袁
洪
江
西
之
間
、
時
々
、
兄
弟
相
往
來
セ
ン
ト
ヲ

モ
フ
タ
レ
バ
、
サ
モ
ナ
ク
シ
テ
入
事
齟
齬
矣
。

【
瓊
芝
軒
】

卓
仙
在
時
養
瓊
芝

卓
仙
在
し
時
瓊
芝
を
養
ふ
。

深
根
固
蔕
活
人
命

根
を
深
し
蔕
を
固
し
て
人
の
命
を
活
す
。

憧
憧
來
問
此
何
草

憧
憧
と
し
て
來
て
此
れ
何
の
草
ぞ
と
問
は
ば
、

但
告
渠
是
唐
婆
鏡

但
告
げ
よ
、
渠
は
是
れ
唐
婆
鏡
と
。

ウ

唐
婆
鏡
或
云
和
名
ホ
ウ
ヅ
キ
ト
。
未
知
實
據
也
。

22

15

巻
十
七
下

【
次
韻
文
潛
立
春
日
三
絶
句
】
第
二
首

誰
憐
舊
日
青
錢
選

誰
か
憐
れ
ま
ん
、
舊
日
青
錢
の
選
、

不
立
春
風
玉
笋
班

春
風
の
玉
笋
班
に
立
た
ざ
る
こ
と
を
。

オ

悪
銭
不
足
ナ
ク
ヱ
リ
ス
マ
セ
ル
ヲ
青
錢
選
ト
云
也
。

34

06

巻
十
八
上

【
次
韻
呉
可
權
題
餘
干
縣
白
雲
亭
】

材
収
佛
宮
餘

材
は
佛
宮
の
餘
を
収
め
、

工
有
子
來
助

工
は
子
の
ご
と
く
に
來
る
の
助
け
有
り
。

厦
成
燕
雀
賀

厦
成
り
て
燕
雀
賀
し
、

水
滿
鳬
鴈
翳

水
滿
ち
て
鳬
鴈
翥
る
。

は
ふ

オ

注
燕
雀
ダ
モ
此
点
可
也
。
況
ヤ
鳬
雁
マ
デ
ニ
於
名
士
佳
客
。

08

08

巻
十
八
下

【
崇
陽
道
中
】

歌
奔
中
夜
女

歌
ひ
て
奔
る
中
夜
の
女
、

歸
抱
十
年
雛

歸
る
と
き
に
十
年
の
雛
を
抱
く
。

ウ

本
邦
諺
云
モ
ト
ノ
婦
無
媒
。

22

01

巻
十
九
上

【
徳
孺
五
丈
和
之
字
詩
韻
難
而
愈
工
輙
復
和
成
可
發
一
笑
】

獨
笑
眞
成
夢

獨
笑
眞
に
夢
と
成
る
。

狂
歌
或
似
詩

狂
歌
或
は
詩
に
似
た
り
。

〔
狂
歌
、
謂
如
楚
接
輿
之
流
。
語
言
過
差
、
恐
其
似
詩
、
爲
人

据
拾
。
不
可
不
戒
、
亦
終
上
句
之
意
。
…
〕
狂
歌
と
は
、
楚
の

接
輿
の

流

の
如
く
な
る
こ
と
を
謂
ふ
。
語
言
過
差
す
る
、
其
の
詩
に

た
ぐ
ひ

似
て
人
の
爲
に
据
拾
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
恐
る
。
戒
め
ず
ん
ば
あ
る
べ
か



- 53 -

ら
ず
。
亦
上
の
句
の
意
を
終
ふ
。
…

ウ

上
句
ト
ハ
、
指
第
一
二
之
句
也
。

02

17

【
次
韻
徳
孺
感
興
二
首
】
第
一
首

過
時
雖
不
釆

時
を
過
し
て
釆
ら
ず
と
雖
も
、

吾
與
菊
花
斟

吾
菊
花
と
斟
す
。

ウ

言
菊
過
節
人
不
釆
棄
置
如
我
者
似
之
。
菊
ト
我
ト
恰
好
的
酒
相

10

16

共
可
樂
也
。【

謝
人
惠
貓
頭
笋
】
題

オ

谷
今
所
云
、
冬
ノ
ネ
ホ
リ
ナ
リ
。

27

17

巻
十
九
下

【
四
休
居
士
詩
并
序
】
序

〔
太
醫
孫
君
昉
字
景
初
、
爲
士
大
夫
發
薬
多
不
受
謝
。
自
號
四

休
居
士
。
…
〕
太
醫
孫
君
昉
字
は
景
初
、
士
大
夫
の
爲
に
薬
を
發
し

て
多
く
謝
を
受
け
ず
。
自
ら
四
休
居
士
と
號
す
。
…

ウ

大
醫
ト
ハ
以
醫
術
爲
家
業
者
也
。
孫
君
昉
君
字
捴
称
而
非
名
也
。

01

03

【
戯
詠
髙
節
亭
邊
山
礬
花
二
首
】
題

ウ

礬
ハ
ダ
ウ
サ
也
。
ス
キ
ダ
ウ
サ
ア
リ
、
ニ
ゴ
リ
ダ
ウ
サ
ア
リ
。

30

14

巻
二
十
上

【
書
磨
崖
碑
後
】

平
生
半
世
看
墨
本

平
生
半
世
ま
で
墨
本
を
看
る
。

摩
挲
石
刻
鬢
成
絲

石
刻
を
摩
挲
す
る
と
き
鬢
絲
と
成
る
。

オ

是
亦
南
迁
一
之
幸
哉
。
言
中
有
響
、
鬂
成
絲
、
言
ハ
ト
テ
モ
ノ

20

11

コ
ト
ナ
ラ
バ
眼
力
未
衰
之
以
前
見
之
、
則
合
快
意
。
今
老
眼
ヲ
ス
リ
、
コ

レ
ヲ
看
レ
ド
モ
不
分
明
。
遺
恨
々
々
。

【
題
淡
山
巖
二
首
】
第
二
首

閬
州
城
南
果
何
似

閬
州
城
の
南
、
果
た
し
て
何
に
か
似
た
る
。

永
州
淡
巖
天
下
稀

永
州
の
淡
巖
天
下
に
稀
な
り
。

オ

何
似
（
注
）

イ
カ
ン
此
三
点
。

40

13（
注
）
写
本
に
は
「
何
似
」
に
「
イ
カ
ン
」
「
ナ
ン
ゾ
シ
カ
ン
」
「
イ
ヅ
ク
ン

カ
ニ
タ
ル
」
の
三
つ
の
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

巻
二
十
下

【
游
愚
渓
并
序
】

意
行
到
愚
溪

意
行
愚
溪
に
到
る
。

竹
輿
鳴
擔
肩

竹
輿
擔
肩
に
鳴
く
。

ウ

竹
輿
即
肩
輿
也
。
僕
夫
之
肩
上
キ
シ
〳
〵
ト
鳴
也
。

01

14

【
代
書
寄
翠
巖
新
禪
師
】
題

〔
黄
龍
死
心
悟
新
和
尚
、
晦
堂
老
人
之
嫡
子
。
叢
林
謂
之
新
孟

八
。
初
住
洪
州
分
寜
之
雲
岩
。
次
住
西
山
翠
岩
。
後
住
黄
龍
。

山
谷
嘗
參
晦
堂
。
新
清
二
老
、
蓋
其
道
伴
〕
黄
龍
の
死
心
悟
新
和

尚
は
、
晦
堂
老
人
の
嫡
子
な
り
。
叢
林
に
新
孟
八
と
謂
ふ
。
初
め
洪
州

分
寜
の
雲
岩
に
住
す
。
次
に
西
山
の
翠
岩
に
住
す
。
後
に
黄
龍
に
住
す
。

山
谷
嘗
て
晦
堂
に
參
す
。
新
と
清
と
の
二
老
は
、
蓋
其
道
伴
な
ら
ん
。

ウ

注
孟
八
郎
。
本
邦
諺
、
喚
迂
活
者
爲
孟
八
郎
。
又
云
、
デ
キ
シ

05

14

ダ
イ
ナ
ル
者
ヲ
モ
孟
八
郎
ト
云
ナ
リ
。
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【
代
書
寄
翠
巖
新
禪
師
（
同
前
）】

嶺
上
早
梅
春

嶺
上
早
梅
の
春
、

參
軍
慙
獨
弄

參
軍
獨
弄
を
慙
づ
。

オ

獨
弄
ハ
、
ヒ
ト
リ
キ
ヤ
ウ
ゲ
ン
。
天
社
年
譜
云
、
雖
有
早
梅
開

11

04

之
句
、
不
可
作
時
節
會
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
基
本
的
な
企
画
を
蔦
が
策
定
し
、
実
際
の
用
例
収
集
・
翻
刻
・
解
説

の
執
筆
等
は
主
に
筆
頭
著
者
の
山
中
が
担
当
し
た
。
た
だ
し
、
解
説
の
字
句
の
修

正
・
翻
刻
の
校
正
等
に
は
蔦
も
参
加
し
て
お
り
、
最
終
的
な
責
任
は
両
著
者
が
平

等
に
負
う
も
の
と
す
る
。

本
稿
で
使
用
し
た
『
帳
中
香
』
を
は
じ
め
と
す
る
国
会
図
書
館
の
資
料
は
、
同

館
「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
「
著

作
権
保
護
期
間
満
了
の
も
の
」
で
あ
り
、
特
別
な
申
し
込
み
を
必
要
と
し
な
い
も

の
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
を
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
尽
力
さ
れ
る
同
館
に
、
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
。

（
や
ま
な
か

の
ぶ
ゆ
き
・
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

（
つ
た

き
よ
ゆ
き
・
大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）


